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地
域
に
居
住
す
るrf

グ
ヤ
人
は
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5

は
ゆ
'

る
東
方
ユ
ダ
ヤ
人
と.し
‘

て
素
質
の
悪
い
も
の
：
^

多
く
，，
.
.

挑
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。
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.め
に
、
.ド
ィ
ツ
人
の
少
數
民
族
と
し
.て
の
‘問
題
は
存
在
し
て
は
ゐ
.な
が
> 

そ
れ
が
チH

ッt
i

に
お
け
る
や
ぅ
に
激
化
しH

ゐ

な

い

狀

態

.

T 

に
あ
つ
た
と
，

S

ふ
べ
き
.で
あ
ら
ぅ
。

青

：
果

市

.
，場

.
の

ニ

；；

.研

；
.
：究

；

：.；

.

:
:

:
——

商

業

，調

査

報
-

告

，の

-

齢
-

岩

田

m

I.:

い
一
：

，
 

' 

,

.
目

：

-次

.

.

•
第
二
節
.
-
.靑
深
物
の
商
品
化
と
®
.
市
場

.

.

.

.
笛

二

節
.市
場f

構
と
靑
梁
物
刺
賣
價
格
，
.

.

.

：

..

.
'
.
W
课
物g

給
機
構
を
時
色
づ
け
.る
ふ
の
.は
、
青
银
物
の
配
給
機
能
と
評
廣
機
能
と
が
、
：：市
場
に
於
て
行
.を
れ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
ひ 

:
.靑
莱
物
は
一
方
に
於
て
そ
|

.
然
的
並
び
に
|

的

條

ポ

想

り

|

ル
厲
ま
生
産
養
に
在
^
て̂

養

せ

ら

れ
、
^
^
^

の
消
費
者
は
都
會
に
散
在
す
る
。
そ
の
結
果♦
能給機構は廣饥タ集組纖散組織

-
^

を
併
有
す
ぶ
事
：に
な
る
。
然
も
靑
果 

物
は
腐
敗
性
に
富
み
新
鮮
な.る
，事
を
必
要
と
し"：

迅
速
な
ろ
配
絵
が
行
は
れ
な
け
れ
に
な
ら
な
い
。
從
つ
て
を
の
宽
集
並
び
に
分
散
を 

緒
合
す
る
.に
市
場
と
云
ふ
形
態
を
採
る
。
か
く
て
靑
果
市
場.が
责
粟
物
配
給
機
構
の
中
植
を
な
す
も
の
，で
あ
る
。
以
下
青
果
市
場
を
中

-
靑
架
ボ
場
の
！
研

究

.
'
.
.
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セ
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青
果
市
場
の
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研

究
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g
:

八
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三
七
O
V

.
☆
と
し
て
：靑
银
物
配
給
に
關
す
る
若
干
の
分
析
を.行
ふ
事
と
す
る
0
,
:
.
:
; 

:
.
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，.，.い
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、

.

靑
振
市
場
の
成
立.
は
古
く
奮
幕
時
代
に
迄
溯
上
る
事
が
出
來
，る
。
例
へ

k

當
時
の
最
大
な
消
費
都
市
江
戸
に
は
既
に
次
の
如
き
市
場 

が
就
在
し
て
ゐ
た
。
京
橋
青
跟
市
場

(

寬
文
年
間)

、
駒
込
靑
果
市
場(.

元
龜
•

天
正
架
間)

、
下
：谷
靑
物
市.場(

姻
寶
•

天
和
年
間
；
}
•

,
,

1
1

本 

援

(

寛
政
十1

.

年)

、
•

联
屋
靑
物
市
驚
元
祿
三®

、
ぱ
川
青
物
市
場
バ
元
祿
年
間

)

、
，大
崎
食
品
布
場(

文
政
ギ
間)

、
み
崎
靑
物
市
場 

(

安
政
年
間)

、
高
田
食
品
市
場(

文
政
年
間
.

)

、.
千
往
靑
物
市
場(

夭
，正
年
間)

又
大
阪
で
は
明
應
因
年
天
滿
市
場
、
名
古
屋
で
は
慶
長
の 

末
か
ら
元
和
年
間
に
歡
把
島®

が
そ
れ
ぐ
成
立
し
て.
ゐ
る
？ 

：
：
 

/

,

 

.

之
等
市
場
に
入
.荷
さ
れ
る
：蔬
菜
振
實
は
、
そ
の
新
餘
さ.を
要
求
さ
れ
る
關
係
上
、
運
輸
機
關
の
燈
達
せ
ざ
る
當
時
に
あ
つ
て
は
、
そ 

の
産
地
は
自
ら
服
定
さ
れ
る0
.即
ち
都
會
を
中
心
と
ず
る
そ
の
周
園
の
出
地.が
靑
果
物
.の
主
耍
供
給
地
と
し
て
發
達
す
る
。
併
し
乍
ら 

當
時
に
ぉ
つ
て
も
、.蔬
菜
の
如
く
.腐
敗變
質
の
早
レ
も
の
は
見
も
角
と
し
て
、
然
ら
ざ
る
S

の
如
き
も
の
は
か
な
り
遠
く
か
ら
集
荷

.せ
ら
れ
た
如
く
で.あ
る
。
江
戶
の
市
場
に■
す
る
.資
料
は
.义
事
其
他
に
狀
ウ
て
喪
失
し
た
も
の
多
く
、
之
を

g

か
に
す
る
事
が
出
來
な

- 

• 

- 

. 

-
.

レ
が
、.名
古
屋
批
把
島
市
場
に
付
て
云
へ
ば.、
尾
州
領
內
に
産
す
る
物
の
み
な
ら
す
、
多
く
の
旅
荷
物
も
亦
集
貨
#
ら
れ
て
.ゐ
た
0
特

■ 

- 

• 

.

.

. 
' 

.

.

.

.

に
美
濃
の
极
紫
、
遠
江
、：
紀
併
の
蜜
桃
、
.三
河
，の
：薩
摩
宇
等
は
著
名
で
あ
ゎ
、
更
に
遠
く
は
'越
前
、
丹
波
等
と
の
取
引
も
あ
つ
た
。
之

を
以
て
み
れ
ぱs

i
i
f

代
に
於
て
も
靑
i

の
商
品
流
通
は
か
な
り
お
は
れ
た
I

ふ
べ
き
で
あ
る
。

/

 

:

* 

- 

- 

• 

-
• 

.

「

文
化
元
子
年〜

酉
迄
十
年
他
所
物
産
書
ト
：帳

」
(

西
批
把
島
市
場
青
物
業
問
屋
組
合
藏

)
に
依
れ
ぱ
左
0
如
き
品
目
が
揭
げ
て
あ
る
。.

‘ 

'

〔

勢
州〕

神
，戶I

靑
物
類
。
.
#
阪I

靑
物
類
。
四
日
市
！
薩
摩
宇
：。
山
田
I

靑
物
類
C
蒸
名
I

青
物
類
デ
白
子I
 

く
わ
い
。
六
百
新
旧.

I

土
字
、〔

丹
州〕

猶
山
I

靑
物
類
。〔

濃
州〕

大
垣
I

梨•

わ
さ
び
'
靑
物
類
。
明
智H

T

靑
物
類
。
か
や
ばI

怖
，
干
だ
み
こ
ん
。

•

 

*

 

.

 

*

.

.

 

-

江
ロ
I

梳
ン
干
だ
い
こ
ん
，
靑
物
類
。
岩
田
I

棟
：‘
干
だ
い
こ
ん
、.靑
物
類
。
關
I

わ
ら
び
-

わ
さ
.

び
"

く
り
、.
松
#r

し
め
じ
、
ぜ 

ん
ま
い
。
‘川
捕I

松
#T

 

く
し
肺
•

.

く
り
0
 

:野
上
I

松
，
#

"

細
目
I

勝
栗
。
今
渡i

小

跋

上

I

わ
さ
び
0

.前
渡
I

宇
。
で
ん 

の
島
I

靑
物
類
。‘〔

遠
州〕

黑
漁
|

蜜
袖
Q

〔

播
州〕

大
阪
1

ひ
じ
き
。〔

城
州〕

京
都
I

靑
i

。
北
斬
I

 

く
わ
；s
o

七
條
I

ほ
ぅ
づ
き
。 

金
田
I

蓮
根
。〔

越
州〕

福
弁
I

わ
さ
び
。

っ
る
がI

靑
物
類
。〔

三
州〕

新
城
I

某
物
。
高
濱
一
薩
摩
宇。
'
i

i

s

i薩
摩
宇
。
岡
崎I

蓮 

根
o

,(

江
州〕

彥
极
I

 

く
わ
い
、
蓮
根
、
わ
さ.ぴ
タ
大
推
一
く
わ
い
。

〔

紀
州〕

蜜
批
，
.

〔

脚
州〕

高
山
I

,

わ
さ
び
、
$
o
 

.

(

倚
：ほ
當
時
の
，問
屋
は
寓
物
問
屋
と
稱
し
、
靑
银
物
，以
外
の
も
の
も
取
扱
っ
た
。
例
へ
，ぱ
干
物
類
、
魚
類
、
魔
物
類
、
干
顏
類

、

S

類
、
鳥
類
、
：獸
類
、
茶

>
.穀
類
，
.
.炭
、
石
炭
、
生
綿
•
絲
類
、
ほ
ぅ
づ
き
等
が
之
で
あ
る
0)

.

.

-

 

‘

 

t

 

-

而
し
て
德
川
時
代
に
は
、
未
だ
都
會
の
發
達
は
極
め
て
緩
慢
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
靑
某
市
場
も
亦
奮
熊
依
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

. 

. 

■ 

園
‘

更
に
當
時
は
靑
弗
市
場
に
於
け
る
問
屋
並
び
に
伸
買
に
對
し
て
、
：

.封
建
的
な
獨
お
描
が
與
：へ
ら
れ
、
市
.場
機
構
も
亦
固
定
化
し
て
し
ま 

っ
-て
ゐ
た
の
で
あ
.る
。
然
る
に
明
治
時
代
を
經
て
日
本
雜
濟
め
資
本
主
義
的
發
傻
.は
獨

始

さ

れ

た

物

の

，商
品
化
が
、
日
本
資
本
主

義
の
激
展
に
伴
ふ
農
村
と
都
會
の
分
離
に
伴
っ
て
行
は
れ
る
事
は

I
K

ふ
迄
も
な
い
が
、
蔬
菜§

に
於
て
'
:は
特
に
顯
著
で
あ
み
。
元
來

■ 

•
. 

■ 

.

.

. 
■

.

靑
某
物
栽
培
は
農
家
の
副
業
的
地
位
に
あ
り
、
自
給
自
足
的
傾
向
が
大
で
あ
っ
た
が
、
都
市
の

.發
展
に
っ
れ
て
、.そ
の
栽
精
様
式
は1 

.變
丄
商
n
g化
も
漸
次
押
進
：め
ち‘れ
た
。
然
も
.そ
の
商
品
化
ひ
目
標
は
飽
迄
都
市
殊
に
大
都
市
に
向
け
ら
れ
、
を
め
都
市
に
於
け
る
市
谓 

.
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果
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！
研
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と
し
て
行
は
れ
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而
し
て
..腐
敗
變
質
性
を
持
つ
靑
菜
物
の
供
給
地
帶
は
、
當
i

費
都
市
の
近
郊
に
於
て
特
に
i

す
る
。
昭
和
®

年

帝

國

誉

の

調

.

.

.

.
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-• 

. 
- 

• 

,
• 

- 

. 

•

茶
に
依
れ
ぱ

>
.
蔬
楽
果
實
類
の
商
品
化
は
全
國
的
に
み
て
、
蔬
菜
三
某
實
七

0

ぎ
ル
を

1

ボ
し
て
ゐ
る
が
、
東
京
市

§
2

內
れ

.

.

.

. 

•• 

. 
一
 

.. 

.

. 

‘ 

 ̂

■ 

■ 

■ 

■ 

•• 

> 

• 

.

菜
類
十
六
品
目
に
つ
い
て
み
れ
ば<

六
•
九
％
に
達
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
近
郊
地
帶
ガ
如
何
に
發
達
せ
る
，か
を
知
る
事
が
出
來
る
® 

.

之
等
近
郊
地
帶
を
生
耍
供
給
地
と
し
.て
、
都
含
に
靑
莱
市
場
.が
發
達
し
、
そ
の
周
園
の
.需
要
に
應
す
る
.の
で
あ
る
0
即
ち
純
然
た
る

. 

.

, 

一

-
- 

. 

•

集
散
市
場
の
形
熊
を.と
る
o(

A
圆)

但
し
名
古
屋
祉
把
島
の
如
く.濃
虽
平
野
とj

ぢ
ふ
大
蔬
菜
地
帯
を
按
ぺ
て
そ
の
集
荷
數
量
は
著
し
く
、

霞

市

場

ニ

碧
、
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. 

<:

き
七
.
0

之
を
悉
く
附
近
に
て
消
化
し
盡
し
得
な
レ
場
合
に
は
、
集
散
市
場
で
あ
る
と
同
時
に
集
荷
市
場
と
し
て
の
色
彩
ぶ
持

a
も
の
で
あ
る
0 

X
B
l
i
)

名
古
屋
市
産
業
課
の.調
査
に
依
れ
‘ば
.大
正
.十
三
年
同
市
蔬
菜
消
費
高
は
ニ、I

七
0
瓶
に
對
し
、
同
市
よ
り
の
出
貨
高
は
七"

八
九
三
で
あ
り
.、
七
倍
强
に
達
し
て
ゐ
る
。
尙
ほ
名

十：！

屋
全
市
出
荷
高
疏
裘<

、
三
3
0雕
S
1
'、ニ
ニ
ニ
趣
中
，
批
把
島.驛
發
は
七
、

-
•
- 

.

.

. 

•

P

三
0
鹏
六<

ニ
赃
を
占
め
て
居
り
、批
把
島
市
場
の
性
質
を
如
實
に
.示
し
て
ゐ
る
。(

名
古
屋
市
産
業
課
昭
和
九
年
調
査〕

：
批
把
島
市

場
.に
は
、
送
麻
な
る
特
殊
め
轉
賣
業
者
が
發
生
し
、
市
場
に

一

虔
集
荷
さ
れ
た
青
果
物
は
他
地
方
に
移
出
せ
ら
れ
る
師
は

「

.批
お
島

■ 

- 

-. 

.
 

\

:
. 

.

市
場
靑
果
物
移
出
入
組
合

」

を
組
織
し
、
昭
.和
五
年
.の
調
査
に
位
れ
ば
組
合
員
は
二
十
七
名
を
數
へ
た
。

而
し
て
都
會
•の
.膨
服
發
展
並
び
に
輸
送
技
術
の
發
達
に.ウ
れ
て
青
架
市
場
の
性
質
も
亦
自
ら
變
化
せ
ざ
る
を
得
な
‘レ
？
靑
果
物
か
新 

鮮
を
尙
び
輸
送
が
比

i

的
困
難
で
あ
る
結ET
,

園
藝
業
が
先
づ
都
市
の
周
圍
地
區
に
發
建
す
る
事
は
前
雄
せ
る
如
く
で
ぁ
る
0
然
も
從 

來
，の
如
く
輸
送：
術̂
の
發
達
，せ
ざ
る
時
代
に
於
て
は.、
新
鮮
味
‘を
朱
は
ざ
る
青
果
栽
培
地
域
の
限
虔
は
市
場
よ
り

I

日
で
牛
，馬
の
往
復 

し
得
る
距
離
五
I
七
里
以
巧
で
あ
っ
た
。
然
る
に
都
含
人.ロ
の
梢
加
.：̂
依
る
都
市
の
膨
騰
は
、
，從
來
の
近
郊
圓
藝
地
を
住
宅

i

商
店
街 

に
.變
ぜ
し
め
、.閩
藝
地
は
更
に
そ
の
外
郛
に
と
移
動
せ
し
め
る
。
取
京
で
.云
へ
ぱ
霞
災
後
に
於
け
る
与

I

激
な
都
市
の
膨
服
は
、
從
來
の

圓
藝
地
た
る
中i

r

杉
並
、t

任
原
、
大
森
地
方
を
郊
外
位
宅
地
と
變
ぜ
し
め
た
。
そ
の
結
嚴
は
圓
藝
地
を
都
市
中
心
地
よ
り
更
ポ
遠
距

.

.

. 

•
; 

, 

.

.

. 

,. 

•

離
に
置
く
事
と
な
り
、
，輸
送
技
術
が
そ
れ
に
伴
は
ざ
る
場
合
は
、
新
鮮
度
を
低
下
せ
し

.め
る
。
'此
處
に
於
て
之
等
新
地
域
に
新
市
場
の

•
• 

•
, .
•
プ
 

... 

.

..

設
置
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
取
京
市
に
付
て
云
へ
ぱ
左
圆
の
如
く
市
場
は
增
設
さ
れ

、
.昭
和
十
二
年
ポ
央
卸
資
市
場
開
設
以
前
に
ほ
東
京

市
內
大
.小
六
十
二
の
市
場
を
算
へ
る
に
至
た
。

.

.

.
:
:

 

'

.

.

.

.

.

.
、
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.

.

.

.

.
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.
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i
. 

靑

果

市

場

や

: 

. 

、 

. 

.. 
/參 

-

ハ.

-

.

sセ.八)

-

斯

よ

郊

外

の

發

浪

に

#
つ
て
生
じ
た
之
等
近
郊
新
市
場
は
，
.所
謂
ニ
軒
市
場
と
云
ひ
問
屋一

斬
を
以
て
市
場
營
業
を
行
ふ
も
の
多

.く
，
义
株
武
會
社
の
場
合
は
小
資
商
生
産
者
の
合
同
出
資
に
依
る
も
の
市
內
市
場
問
屋
の
出
資
に
依
み
も
の
等
あ
り
、
奮
市
場
と
.多
分

, 

• 

• 

• 

- 

. 

.

に
.稍
違
せ
る
も
の
：で
あ
る
。
面
し
て
斯.か
る
新
市
場
の
增
加
は
、
市
場
の
分
化
わ
银
娘
す
る

.
0

.

即
ち
新
市
場
は
奮
市
場
と
同
樣
に
そ
‘の

 ̂

. 

■ 

■ 

,. 

. 

■ 

-

間
圓
よ
り
，蛾
集
す
る
近
ま
荷
を
取
极
ふ
の
で
あ
る
ガ
、
蔬
菜
地
帯
の
移
動
に
依
り
周
：園
か
ら
充
分
な
る
供
給
が
得
ら
れ
す
、
又
莱
實
其 

他
旅
荷
を
そ
の
地
想
的
條
仲
乃
至
は
小
市
場
の
た
：

§
信
用
が
充
分
で
な
い
等
の
.理
由
か
ら
産
地
よ
り
直
接
称
引
す
る
事
が
不
能
で
あ 

る
。
其
處
‘で
ま
荷
の
大
な
る
舊
市
場
の
或
者
は
、
從
來
の
集
散
市
場
よ
れ
！
{じ
て
之
等
新
市
場
へ
の
轉
送
を
行
ふ
集
荷
市
場
と
し
て
の
. 

役
割
を
も
演
じ
る
事
と
な
る
。
東
京
に̂
け
る
.千
住
靑
物
市
場
，
，.下
植
靑
物
市
場
"s.

新
弁
靑
物
市
場
の
如
さ
は
そ
の
例
で
あ
る
。
例 

へ
ぱ
次
表
の
如
く
神

S

市
場
へ
の
入
荷
位
、.そ
の
配
給
地
極
の
消
費
量
を
遙
か
に'越
へ
て
ゐ
る
0
.,
,

M M M M m

貴

^  >  d-' >{• W

.翁  * r  4it 4it

.

s

i

 .

16,785,4891 ：

23,525,637

2
2
,
2
4
2
0
5

23,99PS00

.

i

露
！
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ii,iooo,ooop-

擬

S

I

-

2
4
,
i
,
§

M

 

27,1^6,-45 

33,L5s,5ms 

37,Si 
於 455 

-40,232,810

m3
3
,
6
o
0
,
i
p
*

i

l

jL

书 

 ̂

, 20,7il,M6 

11,10§
00 

32,616,767 

\ 33,i,§

.

■ 

; 

. 

^

s 

-
- 

.

• 

0

.0
 ̂

M

s

i

i
 

s
i
v
v
l
- 

p

.
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p

 0

.

1
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r
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.
;
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JblBA
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&
ベ
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J

i

> 廣

l
A縛ml

i
a
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^
l
z
§
§
f
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.斯
か
る
I

の
分
化
は
投
f

I
K

ふ
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I

坐
せ
し
め
た
。
.即
ち
之
は
千
住
f

め
近
在
i

i

に
集
f

れ

る

市

場

ガ

^

. 

. 

.

.

. 

. 

_

_

出
し
、
之
を
大
齋
方
面
を
始
：め
荷
不
足
の
新
市
場
に
運
搬
し
て
そ
：の
問
屋
の
店
光
を
借
り
て
小
寶
其
他
に
.販
資
す
る
商
人
を
云
ふ
。
伊

•*.

. 

.
い
.

： 

.

.

. 

•
, 

' 

’

.

.、

へ
ぱ
取
京
市
の
昭
和
六
ボ6

調
査
に
依
れ
ば
，
千
住
で
は
そ
‘の
市
場
に
入
跟
す
る
靑
果
は
大
部
分
松
戶
方
商
よ
ボ
の
，近
在
荷
で
A
然
も
そ

' 

,
.

■ 

.

.

.

. 

• 

■ 

.

.

.

. 

‘ 

.

の
四
割
三
分
は
投
御
が
購
入
す
る
。
下
宿
市
場
で
は
，1

平
均
.十
名
の
.小
寶
商
.に
對
し
て
投
師
二
十
名
が
貧
出
す
.。、
西
新
弁
市
場
に
於 

て
も
蔬
菜
類
は
般
師
に
依
つ
.て
神
旧
、
京
衞
> 
江

戶

の

各

市

場

，
に

.搬
出
さ
れ
る
。
千
住
市
場
0
投
肺
は
千
.住
市
場
に
て
賈
受
け
自
己
の 

荷
取
に
精
み
キ
住
橋
時
にS

參

せ
る
.所
謂「

立
ん
坊」

.に
f

押
さ
せ
、
神5

"

京
橋
其
他
郊
外
の
市
場
に
迄
運
搬
し
、
市
場
內
©
空
所
又

は
！！

屋
.の
，
店

頭

を

借

り

て

.自
ら
貴
出
人
に
膨
資
す
る
0
千
往
市
場
開
市
時
刻
は
特
に
早
く
午
前
三
時
頃
よ
り
'始
ま
り
，
從
つ
て
濃
前
が

. 

- 

.

•

 

- 

, 

- 

• 

- 

. 

•
-
. 

.

• 

, 

- 

• 

.

.

.

千
使
よ
り
池
の
市
場
に
蓮
搬
し
て
も
開
市
時
刻
迄
に
到
着
し
得
た
の

'で
あ
.る
。
今
之
ぐ
圓
#
す
れ
ぱ
次
寅
の
如
<
.で
あ
るO
C前P.C

圓 

I

.名
I

に
.於
て
は
斯
.か
ろI

業
f

「

せ
ん
ぱ」

と
稱
し
、
市g

l
間
の
.
荷̂
が
均
衡.を
失
し
た
場
合
入
荷i

の
市

湯
よ
り
過
少
.市
陽
へ
轉
送
す
る
。
.例
へ
ぱ
下
ノ
一 

色
盯
の
©
靑

果

場

の

「

せ
ん
ぱ
し
は
中
央
.市
場
等
の
ガ
市
場
よ
り
渠
物
其
他
の
旅
荷

‘ 

. 

' 

■ 

• 

• 

■ 

. 

.

を
買
伸
け
て
販
寶
す
る
。

-

青
果
市
場
.
の

一

研
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主 要 m 地 .

甘 m 關m  •
近幾、四國、九州ヲま窗地 .

馬 鈴 簾 北 海 ;:1^、,靑森(27め  

:群馬 ‘
葱 頭 大 阪 附 近 主 窗 哗 め  

西 风 奈 良 ヲ 中 心 ト ス ル 近 幾

東北 , 關 東 ’
四國、'九州、熊本、宮崎

. . . . - ■ . .  '

密崎、熊本

千族、騎3 i ^ 主 塵 地 ，

崎玉ヲ始メ關東

宫城ヲ中心ニ東北

長野、静 1河

を手 ( 29% )

長膝、靜岡、愛知 '  京都 ..- 
京都( 2 7 % )ヲ始メ大阪、三重、. 
滋賀地方
東京 r• 飾 劍 KSOめ

飾奈川、靜岡•和 f 山

愛緩  ■ ■

和歌山

愛 嫂 ■ ::，

山 ロ . ‘

ぜ森C似％ )  ご >

長®  - : ,  'え '

全 國 各 地 れ 生 寧 レ ，

關 東 中 部 ;

中部、近幾 

m  ■ 福島、熊本V 主董地 

萄 山 製 、廣島

大阪、岡 山 ，

全國的(愛緩，靑 - • 神奈川） 

神奈I"
福島 

岡山

南 - 瓜  

白 後

甘 藍  

简

温 :Ifl蜜甜

M 機

m  m

日 本 動  

ホ 拙

.

.
m
w

栗
桃

出 荷 先

全 國 的 ュ 出 荷 ， '

地元附近二出Trif

全國的ュiliTj髓、臺灣、南洋ニ 
ャデ

關東地方 

全國的ュ出荷 

近幾以北，北 海 道 へ 出 荷  

關柬

近幾、ホ リ 東 京 方 同 へ  

出荷 ’
新興塵 t也デ東京以南

東京、錦奈川ュ猿中

き國的:= 出荷南洋ュモ

東京以南、近幾 t也方へ

全 國 的 ュ 出 荷 .
地元附抵ュ出荷

各々地元附近ュ出荷

全®的ュ出荷 

0 國九州*^-

北海道東寒ヲ始メ北陸,中

'費 ぽ S s 神蘭門，主嬰都

畫北、關東方面へ出荷 

養S 的ュ朝鮮、霞灣，海外へキ 

東京，北陸、中部•近攝ュ出荷 

槪 ネ 稱 元 附 近 .

東京へ缀中出#

名古g 、京眠、駒 地 タ タ ' 
共ュ東京へ/出荷最モ多ン 

全國各地 - 出 荷 ’
新與憲地地元附浜四同み州 

全國的ュ 、

大 部 分 東 京 へ i ‘ ‘ 
東北方面ヲ主 

東京近幾地元へ

境と投肺(咖Dm峰)

( o m  m
• 集荷市湯
数 字 は 暴 き  

まる mmmnif

截M荆線『iimrh爆，:mろ調额f憐
お國晨會r靑圾物 ; 生窗販賣統制狀況ュ關スル調查J ョリ作成

m

 

. 

‘ 

‘：

、

.

I
P
/
-
,
'

し

"

へ
.、
：

.

.

.，

.

一
.，.ぺ
V 

:

ヴ

"

I
V

.

■

-i 

厂-- 

. 

-

I 

,
 

靑
果
患
の
！研
究

へ

八

0

を
果
ボ
場
の‘.1

,,研
究

五

九

.
s
r
八
C

k  H  I
k \]

j；H；

I t .
Iriji

[ h

m - -
ifijit

itij 
|1 ■ 
ill 
11 ： :

J i l l ,

Hi
I イ1 ， ^

|;li-
i：H

I K -

欄 ®
N  
M ： 
5 - -I,

feiiぜ
i ! , .  /

i - '

ill{/

；h
I I - ；'
•(.：* ：q 

'! if：
|S|.:
；：：!
；}^11

V i
■ レ. ‘ 

1; ‘

: ;：.1；4

' 4 ’: . 
I l l  
1 1 ,
lilK
■i-i M，'， 
■•.»： 

くら

1 , ;

v̂V'l

lid



索就内青®illのisra (明和ナま鯽).

iII
わ!h 

11!
ill

M
.ホ?

Q-

Si

i

i

l

 

i 

*./9 
s

a

x ニ〕

順
^

京
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ま
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莱
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給

鳩
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1

域

威

、荷

.
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d

!

1

d

4
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S

H

M

n

u
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R 

使
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■ 

• 
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.
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.

.

.

.更
に
又
輸
送
機
關
の
發
建
は
旅
荷̂
增̂
伽
せ
し
め(

前
，掲
表
五
九
買
參
照

)

"
市
場
へ 

'の：入
荷
品
の
系
統
に
ま
市
場
分
化
を
も
齋
す
。 

即
ち
.遠
距
離
輸
送
品
を
中
心
と
ず
る
市
場
と
近
郊
生
塵
品
を
中
心
と
す
る
市
場
と
に
大
别
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
。
前
者
の
代
表
的
な
も 

の
と
し
て
神
旧
、束
橋
の
市
場
が
擧
げ
ら
れ
、.近
郊
新
市
場
は
何
れ.も
後
者
に
屬
す
る
0
從
つ
て
"
神
田
、
京
♦
市
場
よ
ゎ
"
近
郊
新 

市
場
へ
.：の
旅
荷
轉
寒
が
行
は
れ
る
事
と
な.る
。(

c

i照
M

iそ
の
嵐
別
は
震
の
間
題
で
き.て
、蹄
田
、京
橋
南
市
場
へ
の
庶 

ま
®

0入
ぎ
も
相
當
の
額
に
上
り"
東
京
市
內
消
費
蜜
の
大
半
を
占
め
て
ゐ
ろ
狀
熊
で
ぁ
る
。
之
を
圖

1

ボ
す
れ
ば
'前
頁
の
'如
し
。

大
阪
市
に
於
て
も
同
慑
の
傾
向.が
み
ら
れ
る
。
即
ち
中
央
：卸
賣
市
場
並
び
に
そ
の
配
給
所
た
る
天
滿
市
場
、

.木
津
市
場
の
外
に
* 
ニ 

十
.の
市
場
.が
市
の
外
域
に
存
在
ず
る0之
等
近
郊
市
場
は
何
れ
も
近
郊
物
を
集
荷
し
て
之
を
周
園
か
ら
の
賈
出
人
に
分
配
す

る

と
共
に
、 

中
央
卸
賣
市
場
に
入
荷
せ
ら
れ
た
娘
荷
が
轉
送
さ
れ
て
く
る
。
又
ホ
鳥

If

場
-
小
松
市
場
は
東
京
の
千
住
市
場
の
如
备
在
荷
のI 

市
場
で
ぁ
り
、.他
市
場
へ
.の
轉
送
.が
！

t

は
れ
、
そ
れ
に
對
し
て
北
跟
市
場"ま
出
市
場
は
主
と
し
て.分
荷
市
場
と
し
て
の
性
質
を
持
力U 

尙
ほ
中
夹
卸
寶
市
場
の
配
給
所
た
る
天
滿
市
場
、
木
津
市
場
は
、
同
時
に
市
場
の
南
郊
及
策
郊
よ
り
の
地
廻
品
を
集
散
す
‘る
事
を

も
行 

ふ
0
以
上
ゅ
如
く
大
阪
に
も
東
京
に
於
け̂
c
^
が
加
き
市
場
の
分
化
は
極
め
て
顯
著.な
る
も
の
が
ぁ
るo 

‘

然
る
に
新
市
場
の
發
展
と
市
內
交
通
機
關
、
道
條
の
發
達
に
つ
れ
、
右
の
如
き
揮
別
は
漸
次
喪
失
す
る
。
從
來
郊
作
物
は
手
押
単
、 

‘
リ
ャ
力
ー
、
牛
車
等
の
簡
易
輸
送
機
關
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
都
市
の
：擴
道
路
ひ
改
き
辕
莱
近
郊
よ
り
の
ぽ
荷
と
雖
も
.字
押
卒 

の
如
き
は
不
適
當
と
み
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
代
り
"
又
は
貨
車
輸
送
轉
換
す
る
お
至
つ
た
。
從
つ
て
輸
送
上
に
於
け
る
近
在
？何
と 

旅
荷
の
®

別
は
、
.そ
の
時
間
に
於
て
も
運
を
に
於
て
も
.そ
の
塞
異
は
極
め
て
縮
少
さ
れ
る
事
と
な
う
た
。
か
く
て
市
場
に
依
る
出
母a
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a

i

;

目

の

地

方

独

は

文

は

れ

入

？

♦
系

&

は

混

交

；

V*'

る

。

東

す

で

は

近

在

荷

に

付

て

み

て

も

‘

.
松

戶

、

練

馬

方

一

の

靑

果

ま

*
千

住

、

西

新

 

弁

等

の

市

場

を

經

由

す

る

事

な

直

接

に

ト

ラ

；ソ

ク

其

他

.ヶ
近

郊

新

市

場

に

輸

送

さ

れ

、

旅

碑

の

新

市

場

に

對

す

を

直

接

配

給

も

墻

 

加

卞

る

に

至

◊
た

。

更

I

御

の

み

な

ら

す

買

出

側

の

分

布

も

亦

混

交

す

る

。

從

來

は

.
^賣
ぎ

の

.大
部

分

は

地

域

的

に

き

賈

出

市

鍵

. 

が

限

定

さ

れ

て

ゐ

た

の

I

る

が

.、

i

で

は

賈

出

人

の

耍

求

品

目

、

品

質

如

何

に

依

ク

序

近

に

.
る

附

ま

市

場

を

拾

て

、

_ 

中

来

の

大

市

場

へ

迄

も

進

出

す

る

傾

向

を

る

に

至

.つ
た

9 

- 

• 

\ 

.

.

.
、

.
，

市

場

間

の

混

交

は

當

然

市

揚

.ISI
に

於

け

る

轉

業

者

(

投

帥

)

の

機

能

を

喪

失

せ

し

.め
る

。

，更

に

之

が

漸

次

全

國

的

規

横

迄

擴

大

す

る

 

に

つ

れ

、

集

荷

市

揚

に

-
;
^
^

影

#
す

.る
。

即

ち

前

述

せ

る

如

く

名

古

屋

批

把

島

市

場

は

，名

古

屋

市

に

對

す

る

.青
衆

物

の

集

散

市

場

で

t

. 

ぱ

か

り

で

な

く

，

.之
を

東

京

を

始

め

他

の

消

費

都

市

に

對

す

る

移

出

.の
爲

の

集

荷

市

場

で

も

ぁ

つ

た

。

撒

に

産

地

ょ

り

の

直

接

輸

や

j

が

漸

次

I

し

、

l

i

f

し

I

I

そ

て

行

く

。

i

f
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る
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中 义 卸 資 市 場 開 設
か

く

て

各

市

場

間

の

商

品

流

通

が

促

進

す

る

に

っ

れ

て

、

從

來

み

ら

れ

た

市

場

の

‘分
化

と

獨

立

性

は

失

は

れ

る

。

.そ

の

結

果

産

地

と

• 

-
 

; 
■
 

■
 

•
 

-

市

場

と

の

間

に

於

け

る

因

襲

的

.
®
帶

は

破

壞

.さ

.れ

ゾ

産

地

間

の

出

荷

鼓

爭

並

び

に

市

場

間

の

荷

引

鏡

爭

と

が

顯

は

れ

る

寧

み

な

此

の

傾

向

は

中

央

卸

賣

市

場

の

成

立

に

依

っ

て

1

拍

車

を

か

け

ら

れ

る

に

至

っ

た

。

. 

■
:

* 

. 

.

.

. 

- 

•
•
•■•
.
 

.
-

,
.
.
後

述

す

る

如

く

中

央

卸

賣

市

場

に

於

け

る

取

引

は

極

め

て

公

開

的

で

あ

- 

• 

. 

. 

•

り
-
.

與

處

で

成

立

.す
る

卸

賣

償

格

は

霞

給

を

正

確

に

反

映

す

る

。

從

，っ

て

市

.

-- 

■ 

.
 

.

場

取

5
；

は

全

く

.の
自

由

競

争

に

委

ね

ら

れ

、

産

地

並

.
'
び

に

市

場

は

各

々

需

給

，
 

に

適

合

す

べ

く

努

力

し

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

，い

0

從

來

の

青

果

市

場

に

於

て

.も

.

■ ■ 
: 

- 

.
ノ

 

. 

- 

■ 

' 

.

. 

. 

.

産

地

間

の

市

場

截

6

は̂

，か

な

り

行

は

れ

"
産

地

の

盛

襄

も

常

.に

み

ら

れ

た

け

 

'

れ

ど

も

.、

.を
れ

ば

較

的

後

慢

‘で
あ

っ

た

。

，

例

へ

ぱ

德

島

縣

と

；

t

戶

市

場

* 

. 

、
紀

州

蜜

W
、

.大
和

西

瓜

と

京

都

市

楊

の

如

く

.産
地

と

市

場

..
の

湖

は

プ

定

の

觀

客

關

係

に

給

k

れ

他

市

場

へ

，の

出

荷

は

按

目

で

あ

っ

た

。

然

る

に

中

央

市

場

. 

■-

.で
は

産

地

の

優

劣

が

，取

；

J
E
T

 

.
價

将

に

反

影

し

、

‘産

地

問

の

市

售

鶴

爭

は

深

動

一

六

1
1
!

、 

Q
!
八

京 都 靑 果 . 

隅 濱 W J l i  

.大 阪 靑 娘 '’ 

軸戶中夾货架- 

東京築地本場 

. 同 神 田 分 場  

同江東分場 - 

，桂原分 

'同 豐M を場 .. 

同 淀 橋 分 場

ニ

和 三 ，.年 —̂ 月，

六 ギ ニ 月

十一月十一*

八 せ 二 月 十 三

十 ギ 二 月 ホ -*  
• ■

二月二十

月 i 

二十五 I 

月十七

三月

一

昭同同.
.
同同同同同同同 

'
靑
嚴
市
場
の
.

.1

研
究
，
.



，帝
果
市
場
の

1

研
究

力

四

S

5

Q

. 

' 

. 

, 

• 

I 

/ 
1

,
.
-
0

> 

V

.

に
表
面
化
す.る
0 

.各
塵
地
.
は
精
極
的
に
市
場
進
出
を
試
み
る0
,
例

へ

ぱ

ま

中
f

 

f

 

i

立
わ
i

、.
各
I

,

.
の
f

が
J 

f

 

蒙

し

從

來

大

阪

市

場

に

殆

ん.ど
綠
ひ
な
か
っ
た
靜
岡
の
白
菜
、
小
笠
原
、
.沖
繩
，の
便
成
南
风
、
德
島
の
胡
爪
、
部
子
、
褒
卸
の
美 

濃
早
生
大
粮
，
有
馬
の
取®

ほ

，
ぅ

れ

ん

草

、

.

静
岡
⑦
早
生.
®

.
待
}

^
の
午
碧
*

鼓
崎
の
碗
.豆
.等
、
大
阪
市
場
開
拓
を
目
指
し
て
韻
は
％
, 

た
又
多
年
大
阪
市
場
の
溯
お
を
誇
力
て
ゐ
た
官
城
白
榮
せ
靜
岡
白
楽
に
脅
さ
れ
、
廣
島
蜜
批
は
東
京
方
面
を
對
象
と
し
て
た
#
懷
蜜 

批
の
，出
現
に
依
っ
て
れ
擊
を
蒙
り
、
其
他
二
十
世
紀
は
赢
取
に
對
し
て
奈
良
、

.

南
风
は
宫
崎
に
動
し
て
小
笠
原
、
沖
繩
、

ま
胡 

子
は
德
廣
に
對
し
て
愛
知
が
そ
れ
ぐ
市
場
を
霞
食
せ
ん
と
試
み
る
に

.至
っ
た
。
更
に
又
東
京
市
場D
成

立

に

依

っ

て

，
各

市

場

向

の
 

.出
荷
穀
爭
は！

層
激
し
く
な
っ
た
。
併
し
乍
ら
、
京
阪
；

t

の
.
如
く
、
周
園
に
供
給
地：
f

 く
、
.旅
.荷
が
大
部
分
を
め
る
場
合
は
塵
地 

間
の
截&

は&

瞭
に
顯
は
れ
る
が
、.東
京
市
場
は
關
東
平
野
を
跨
へ
、
近
在
荷
は
六
割
に
達
し
て
ゐ
る
。
從

.
ウ
て

,産
池

間

，
の

出

荷

競
 

.

爭
は
關
西
に
於
け
る
が
如
く
表
面
化
は
し
な
い
0
. 

■ 

• 

.
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■
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'
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■
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. 

. 

- 

*

斯
く
て
中
央
卸
寶
市
場
の
成
立
は
、
青
振
物
の
全
：國
的
流
通
.を

選

し

、
産
地
の
與
i

衰
は
激
化
す
る
。
更
に
中
夹
卸
資
市
場
に 

於
け
る
^
!
^
取
弓
の
機
槽.は
、
塵
地
の
出
荷
に
對
しP.

各
種
の
條
仲
を
要
求
す
る
‘事
と
な
ね
、
ひ
.い
.
て
は
産
地
の
組
織
、
，編
成
に
大
き 

な
建
直
し
を
謝
す
事
とな
つ
た
の
で
あ
る
.？

"

麵
贸
は
短
.

時
.

間
に
大
量
の
荷
物
を
處
理
す
る
爲
に
-
r

E

,

格
統1

、
，
.

大
量
出
荷
、
連
績
思
何
を
耍
求
す
る
0

..規
格
が
統
一
さ
れ
て
ゐ
る 

な
ら
ぱ
簡
單
な
る
檢
齋
に
依
っ
て
容
為
に
全
品
の
品
質
を
判
斬
し
得
、

然
も
そ
れ
が
大
量
で
あ
れ
ば
取
引
の
手
數
が
省
略
さ
れ
る
便
宜 

力
あ
り 

.

賈
人

當

然

規

格

の

統I

さ
れ
た
大
量
出f

ゼ
を
歡
迎
す'
る
。
少
量
の
荷
物
は一 ..
々
下
見
す
.
る
廣
雜
さ
の
爲
に
％

に
.後
廻
し

に
さ
れ
"

又
斷
續
的
出
荷
は
該
參
加
人
に
對
す
る
産
地
の
記
億
を
失
は
し
あ
人
氣
：ひ
中
心
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
。
か
く

.

し

て

裏

卸

資
. 

市
場
に
出
廻
る
青
果
物
は
挑
，來
と
：

a

著
し
く
趣
を
異
に
す
る
事
と
な
る
0
 

.

お
の
如
き
規
格
統一

、
大
量
出
荷> 

連
績
出
荷
等
の
耍
求
は
、
.

®

地
に
於
け
るW

荷
組
合
の
發
展
、
生
産
販
賣
統
制
を
促
進
せ
し
め

た
。
：そ
の
著
名
な
る
も
の
を
示
せ
ば
、
.

宵
城
縣
白
菜
、
奈
良
藤
西
风
、
奈
良
媒
抑
制
胡
瓜
，

.

高
知
藤
促
成
蔬
菜
、
宫
崎
躯
南
瓜
、
靑
森

M

l

.

岐
阜
瓶
柳
-

岡
山
躯
桃
、
愛
緩
縣
措
橘
等
で
あ
る
。

(

生
産
販
寶
統
制
問
題
に
付
て
は
带
國
農
會

「

青
果
物
ノ
生
産
販
賣
統
制

狀
況
ん
關
ス
ル
調
査」

發
照)

。

.
' 
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or

222.701

六 大 都 市 20もOUy 
91,6%

其 他 18,686 
, 8,4^

宫觸縣農會

日向南瓜のUi荷宵城膝仙臺白菜の出荷

東 京 862lji

m  m 308

m m n 101

川 崎 59

鎌 倉 32

沼 m  . 92

名古屋 62

•京 都 ?95

大 阪 720

.神 戶 416

m ：島 12

吳 23

門 司 62

. 札 嫩 —-

尾 道  
, 外五市

61

合 計 .%085

六大都市 2 653  
S 6 ^

其 他 431
1 4 ^

宮城隱農會

出荷團體の出荷先の-*例

個
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2

京
阪
戶
屋
，都濱
島
山
路
：潭
鮮
石

.
阜
崎
賀

.潟
富

.
良，勝
館
州
他
一
計

 

m

大
，神
名
束
簡
廣
岡

.
'
,姻
金
，劇

0

岐
川
•债
•
新
西
奈
札
.！！
北
其
一
合

資
嚴
市
場
の

1
.

讲
究
，
 

.

六

六
:

(

三
八
八)

而
し
て
旅
衙
に
於
け
るi
何
圓
體
の
發
展
に
對
比
し
て
、
近
郊
地
方
は
極
め
て
遲
滞
し
て
ゐ
る
。
前
述
.せ
る
如
く
赴
郊
地
方
は
蔬
菜

.
,■
 

■
- 

. 

,
.
 

.

.

.

.

地
帶
と
し
て
商
品
化
の
度
合
も
遙
か
に
進
み
、
そ
の
點
か
ら
者
へ
れ
ぱ
出
荷
組
織
に
於
て
も
進
歩
し
た
形
態
が
採
ら
れ
る
と
者
へ
ら
れ

る
が
、
事
賞
は
逆
で
ま
◊
近
郊
地
域
は

そ
，S

I

地
帯
i

ち
に
i

し
て
t

l

、
何
等S

共
同
作
業
に
依
ら
す
と
も
生
産
品

'

, 

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

 

- 

-

の
販
路
を
港
凝
に
激
見
し
得
。
近
郊
の
生
産
者
は
都
市
消
費
者
に
そ
の
商
品
を
直
接
供
給
し
得
る
事
も
可
能
で
あ
る
し
、
又
相
手
方
を
見

.

-
:

、

.

，
.' 

■ 

, 

/
 , 

: 

. 

‘ 

.

.

. 

. 

. 

.
.
.

 

■ 

-

. 

.

m

し
て
後
需
要.
さ
れ
る
栽
培
品
を
送
付
し
得
る
。
都
市
と
の
交
涉
が
迅
速
で
隨
時
に
出
荷
し
得
.る
と
共
に
都
市
商
人
の
信
用
も
熟
知
し

て
ゐ
る
？
從CV

て
都
市
出
荷
に
際
し
ガ
共
同
動
作
を
と
る
必
要
が
な

i

►
。
.輸
送
關
係
か
ら
み
，
.て
.も
.、
，共
同
に
依
る
大
置
輸
送
を
行
は
す

, 

* 

. 

. 

. 

. 

. 

* 

, 

. 

.

と
も
、
手
車
、
リ-ャ
力
-

に
依
づ
ー
て.簡
單
，に

g

荷
し
得
る'。
從
ウ
て
共
同
出
荷
圍
體

.
Q

必
要
が
認
め
ら
れ
な
レ
の
で
あ
る
0 

,昭
和
六
.
年

の
张
國
農#

の
調
森
に
ほ
れ
ぱ>大
東
京
.市
內
蔬
菜
地
帯
に
は
ニ

 

一+
七
組
合
の
出
荷
圓
體
が
あ
る
が
、
そ
の
活
動
の
內
容
は
®
め
て
貴
弱

. 

- 

.

な
も
の
で
お
る
？
組
合
艮
の
生
産
物
を
强
制
受

S
.

で
受
入
れ
之
を
共
同
败
荷
ず
る
者
せ
七
組
合
に
過
ぎ
す
、
他
は
何
れ
も
任
意
受
託
で

,
 

F 

- 

, 

-

あ
る
。
荷
織
、
還
別
に
於
て
共
同
作
業
に
迄
及
ぶ
も
の
猜
ん
ど
な
く
，
進
歩
し
た
場
合
で
す
ら
荷
造
選
別
の
一
定
の
基
準
を
組
合
で
決

 

定
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
集
荷
場
に
持
寄
つ
た
生
産
物
を
ト
ラ
ッ
ク
其
他
に
依

.

.つ
て
市
場
迄
共
同
輸
送
す
る
程
度
で
あ
る

'
®

.

以
上
の
如
き
旅
荷
に
於
け
る
出
荷
園
體
の
發
達
と
近
在
，荷
の
朱
組
織
と
は
、
雨
者

&

市
場
を
分
化
す
る
。
即
ち
中
央
卸
寶
市
場
に
は

" 

旅
荷
が
，
近
郊
市
場
に
は
近
在
荷
が
氣
荷
す
る
。
取
夹
卸
賣
市
場
に
於

‘け
み
鐵
道
引
込
線
、
岸
壁
、
.其
他
各
種
の
新
式
蓮
撮
具
、
大
量

 

貨
®

の
調
節
に
備
へ
る.を
蔣
庫
其
他
倉
庫
設
備
等
は
*
何
れ
*
^
^
^
'
在
ょ
り
到
，着
す
る
少
量
€

貨̂
.物
に
は
殆
ん
ど
貢
献
す
る
機
#

は
な
い
。

か
く
て
運
送
校.術
の
殺
展
と
共
に
、
中
央
市
場
.
.へ.
の
旅
狗
ひ
近
在
荷
に
對
ず
る
錢
爭
力
は
强
ま
り
、
.ぞ
の
共
同
出
荷
は
签
々
近
在
荷
の

. 

.

. 

• 

- 

• 

. 

,

入
荷
を
困
難
な
ら
し
め
.る
。
：
か
く
て
中
央
卸
賣
市
場
は
、
旅

.荷
を
集
散
し
、
更
に
近
郊
市
場
に
對
し
て
も
轉
送
さ
れ
る
事
と
な
り
，
近

 

.郊
市
場
は
そ
れ
と
共
に
.近
在
荷
の
集
散
市
場
と
し
て

S

生
す
る
。‘(

C

圆)

\
 

:

:

.

' 

'
.勿
論
前
述
せ
る
如
く
東
京
の
如
き
は
、
近
郊
の
供
給
地
帶
極
め
て
盛
富
で
あ
る
爲
、
中
央
卸
賣
市
場
の
取
极
高
の
割
合
に
於
て
は
、

.
 

.
 

■ 

• 

- 

* 

.

旗
燕
は
そ
の
紛
四
割
に
適
ぎ
な
：5
0
併
も
旅
荷
の
大
部
分
は
中
，央
卸
賣
市
場
に
集
散
さ
れ
、
然
る
後
近
郊
市
場
へ
轉
送
さ
れ
る
。
又
中

先

市
？！

の
分
場
と
雕
も
都
市
外
域
に
設
定
定
-
れ
る
限
れ
、
，近
在
荷
の
集
散
市
場
と
な
る
。(

次

頁

表

參

照

ツ
.

.

.

. 

. 

■ 

,

.

. 

一#
果
市
場
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斜
究
，

k
 

' 

• 

六
：七
，

(

三.八’九
.

)



賣 市 場 入 荷 表 〔昭和十 さ ギ :

荷旅 I 

54,670,270 

16,466,284  

2,506,443 

2,296,594 

2,143,40115J

在 荷  

4,704,492 

8,016,965 

4.246,973 

6,290,153 

4,875,1 3

近

^
ま̂
市
揚
の
.
1研

究

，

‘

. 

, 

.六
A
. 
, 

Q
!九
0)

.

.

-
 

- 

.

.

.

. 

. 

-

例
へ
：ぱ
大
阪
の
木
潘
市
場
の
如
き
柬
南
郊
外
ょ
り
の
地
廻
品
を
取
极
ふ
事 

大
で
あ
る
0

-:

.し

-

.
‘ 

-

' 

.さ
て
中
失
卸
賣
場
の
成
立
は
一
力
に
於
て
各
産
地
'の
出
荷
競
爭
を
激
化 

す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
市
場
間
の
荷
引
続
爭
を
も
惹
起
せ
し
め
る
。 

勿
論
從
.來
と
雖
も
、
市
場
問
屋
間
の
称
引
工
作
ほ
種
々
行
は
れ
た
。
例
へ
ぱ
問 

屋
は
地
方
生
産
者
に
尉
す
る
入
荷
を
勸
誘
す
る
濕
、
每
年
荷
前
に
各
生
産
地

を
巡
廻
し
た
り
、
事
門
の
®
人
を
毎
朝
出
荷
の
多
く
通
過
す
る
道
路
へ
派
出

-
 

.

.

. 

\
 

.

し
て
出
荷
を
遊
に
擁
し
て
之
を
誘
つた
り
.
、

:ii V

惡
弊
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。 

更
に
各
市
場
出
廻
の
混
合
に
伴
ひ
荷

5
；

競
爭
は
增
大
し
た
が
、
中
央
卸
賣
市 

‘ 

場
の
成
，立
に
依
つ
て
、
問
屋
は
，卸
賣
會
社
に
牧
容
さ
れ
、
問
屋
間
の
荷
引
穀 

爭
は
行
は
れ
な
い
が"
市
場
問
の
大
規
模
な.荷
引
競gh

に
變
じ
た
。
中
央
卸
賣
市
場
と
雕
も
手
數
料
を
收
入.と
す
る
'營
利
含
就
で
あ 

り
.、
集
狗
の
減
避
は
之
を
好.ま
す
、
又
中
央
却
賣
市
場
は

1

都
市
の
消
費
量
を
完
全
に
築
荷
す
べ
き
公
北
ハ
的
使
命
を
食
は
さ
れ
て
ゐ
る
。 

か
く
て
市
場
’間
に
は
從
來
の
問
屋
間
に
も
梢
し
：て
、
更
に
大
規
模
な
称
^
競
爭
が
行
は
れ
る
に
至
つ
た
。
ほ
ほ
複
數
制
の
場
合
に
は
、 

そ
の
間
に
も
荷S

競
.爭
は
殘
存
す
K
y
.關
西
で
京
都
に
次
い
で
大
阪
に
中
央
卸
賣
市#
が
成
立
す
る
や
、
各
産
地
の
商
品
は
殺
到
し
、 

そ
の
供
給
圓
は
著
し
く
擴
犬
さ
れ
た
が
、
産
地
が
綴
烈
な
市
場
哉
奪
を
演
じ
て
る
に
も
拘
ら

.す
そ
の
産
地
確
得
に
努
力
し
た0
更
に
神

築地本場 

跳旧分場 

江東'分場 

括旗分場 

豐島分場

跟京靑架部賣人聯合會•■東京市中央卸賣ボ

場靑果部取极高抄報Jより作成

在荷—— 東京、椅玉、神奈川、千葉、 
\M .荷—一其の他 . /

L'

戶
市
場
の
業
務
開
始
を
見
る
に
至
り
て
、
神
戶
市
場
も
同
樣
産
地
抱
.込
み
等
に
努
め
る
.。
先
づ
神
戶
市
場
は
そ
の
最
も
關
係
の
深
い
德 

島
の
大
阪
市
場
へ
.の
離
反
を5

；

戾
さ
ん
と
し
て
、
，同

I
I

の
特
産
简
/
チ
碧
の
奪
遺
を
企
て
、
更

：：

に
他
産
地
、
他IE

場
へ
又
‘觸
手
を
媒
ぱ

さ
ん
と
し
、.京
阪
神m

市
場
に
は
鼎
立
的
な
荷
鏡
爭
が
開
始
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
而
し
て
東
京
卸
寶
市
場
が
成
立
す
る
や
、
京
阪
神

. 

.

を1

丸
-
:
^
す
る
關
西
と
關
東
の
對
立
が
生
じ
た
の
：で
あ.る
。
 

:

以
上
述
.べ
來
つ
た
如
く
中
央
卸
寶I

成
立
後 

産
地
の
出
荷
読
爭
と
 
>
 

市
場
：の
荷
引
鏡
爭
と
は
大
規
模
に
行
は
れ
、
然
も
激
烈
を

.加
へ
る
に
，至
つ
た
の•で
あ
る
。
.
. 

,

. 

>

第
二
節
市
場
機

f

青
果
物
卸
賣
慣
格 

* 

—

.，
奮
暮
時
代
旣
に
都
會
に
於
ける
市
場
を
中
心
と
し
て
靑
粟
物
の
商
品
化
が
か
な
乂
行
は
れ
た
事
は
前
逃
せ
る
如
く
で

あ
る
。
當
時
の 

靑
巢
物
集
散
は
市
問
屋
の
手
に
，依
つ
て
行
は
れ
、

：

そ
の
評
價
並
び
に
配
給
の
全
機
能
を
獨
A

し
て
ゐ
た
？
即
ち
幕
府
又
は
諸
藩
は
市 

場
の
繁
榮
を
目
的
•も
し
て
搞
占
的
權
利
，を
賦
與
し
、
更
に
市
場
發
展
に
俾
ふ
問
屋

0

隆
盛
の
結
巢
其
加
金
を
上
納
し
て
.、
そ
の
擁
護
を

得
r
そ
の
地
位
を
確
固
な
ら
し
め
た
の
：で
あ
る
O
V
, 

,

. 

‘ 

.
 

■. 

、
-

.

江
戶
に
於
て
は
特
に
神
田
、
駒
込
、
チ
往
0
.
.三
市
場
が
幕
府
の.
御
用
市
場
と
しV.

靑
物
の
.

上
納
を
命
ぜ
ら
れ
"一

方
に
於
て
其
の
買 

上
値
は
極
め
て
低
廉
で
年

W々

額
：の
損
先
を
負
擔
し
た
が
、
他
方
に
於
て
慕
府
の
保
鍵
を
受
け

.

てそのは非常

.
な
も
の
で
あ
つ
た
。 

'

又
★

阪
.

で
は
天
滿
市
場
が
久
し
く
、'獨
お
を
專
に
し
て
ゐ
た0 
.
‘

：：

ぺ：

.

：

^

'

更
に
名
.
古
屋
祉
.
把
鳥
市
場
に
就
て
、み
て
も

.

そ
の
！
！
占
的
地
位
は
强
固
な
も
の
で
あ
.
0

:

た
。
.
'
若
干
の
資
料
を
基
礎
に
批
把
島
市
場
を
例 

>

青
果
市
場
の一

斩
究：

。

ノ 

'
.六.
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c

§
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-i
J
IJ.-,,-n

:

货
果
ポ
場
の
、

一
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■ 

• 

, 

. 

• 

‘ 

.

.

. 
•

. 

.

.

.

に
と
っ
て
當
時
め
#

^
を
窺
'ふ
事
と
す
る
。
.名
古
屋一

の
，.發
.展
に
俾
；ひ
ま
；

g

島

市

場

は

髮

養

に

向

.ひr

.

.問

屋

恭

1

:
し
’て
組
合
を
，，

組
'織
す
る
にM

つ
た
タ

更
に
進
ん
で
揮
上
銀
を
上
納
.す
る
と
共
に
> 
寶
貿
の
.獨
占
權
を
獲
得
し
た
ひ
^
あ
る
。

(

野
ロ
市iii

ハ
衞
氏
所
蔵
，

, 

.

.

.

.

.

. 

• 

一
 

. 

'

「

由
緒
誉
S
.名
，

f
n

屋

廣

「
政
治
編
し
第
S

.
即
ち
辱
張
領
的
に
於
て
：當
市
場
類
似
0
.間
囊
業
を
出
願
す
る
も
の
：あ
る
：場
合
に
：.は
，
藩 

主
は
之
を
許
可
す
べ
き
か
否
か
に
.付
き
當
市
場
問
屋
に&

間
し
ク
若
し
問
屋
が
S

己
め
營
業
ト：

差
支
あ
り
と
答
申
し
た
時
に
は
比
の
願

書
を
却
下
す
.る
：の
を
例
と
し
、：

若
し
私
か
に
類
似
の
問
屋
營
業
を
な
し
た
る
も
の
あ
る
場
合
‘に
は
、
ゆ
味
の
.上
問
屋
の
持
權
を
侵
害
す

:

■
 

.
 

■

: 
■
 
■,
 

.
 

-
 

•
 

.

る
も
の
：と
し
て
科
料
、
.手
餘
、
.
.入
傘
の
；刑
に
處
し
た
と
云
：は
れ
て
.ゐ
：る
タ
；

〔

西
春
日
弁
那
誌〕

；
.
.

併
し
乍
ら
靑
果
物
の
商
品
化
に
伸
ひ
.
、
' 漸
次
問
屋
の
獨
占
權
は
.俊
害
さ
れ
"
寶
暦
の
頃
ょ
り
問
屋
.は
そ
.の
.

輔
方
を
.幾
N
.と
な
く
释

■
4 

, 

.
 

.
 

.
 

.

, 

- 

.
 

■

願
し
‘て

參

。
.

〔

西
批
把
鳥
市
場
靑
物
業
問
屋
組
合
に
寶
曆
八
：年
の
：歎
願
文
所
蔵
：！例
へ
ぱ
安
政
在
年
近
江
屋
次
，郞
お
衞
h

,
何
藤
屋
道 

祐
雨
人
が
町
奉
行
の
|
|可
を
受
け
，て
+

月
朔
日
名
^
^
1屋
ル
船
町
：に
靑
物
輕
市
を
開
き
"
.
地
方
勘
定
奉
行
は
之
を
以
て
批
把
鳥
市
場
の
特

糊
を
傷
害
す
る
も
.の
.ふ
認
，め
、
同
心
を
遣
は
し
て
農
家
の
搬
入
し
た
る
蔬
菜
を
批
把
島
市
場
へ
廻
送
レ
、
赠
市
場
の
營
業
認
可
を
取
消

' 
■
 

- 

-

し
、
.翌
年
.：八
月
之
に
關
與
し
た
藩
吏
は
.叱
貴
を
受
け
た
事
が
あ
る
。〔
名
古
屋
市
を
西
春
日
并
^

§

■ •
 

■
 

•
. 

' 

.

.

又
.i

.天
‘滿
靑
物
市
場
，に
關
し
セ
次
の
.如
き
記
述
が
あ
る
。「

現
在
市
場
附
近
は
往1

2
1
,

帶
の
畑
地
‘に
し
て
蔬
菜
の
産
地
た
り
'
之
を

■ 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

. 

,

天
.滿
青
物
市
場
.に
搬
出
す
る
は
勞
.力
：と
時
間
と
を
空
費
す
と
れ
.理
由
を
以
て
.、：
難
波
V
:木
津
、
今
宵
各
村
の
農
民
圓
結
し
て
寬
文
延
寶

/

.
 

■
 

-
 

■
 

■ 

•
 

■

年
間
：に
：

H

り
道
頓
堀
太
左
衛
門
橋
，の
：畔
に
新
靑
物
市
場
.の
：開
設
.を
出
願
，し
許
可
を
得
を
，る
も
、
間
も
な
く
天
滿
靑
物
市
場
の
異
議
中
立

. 

* 

■

. 

-
.

' 

-
1 

.
 

.

に
：ょ
：つ
て
停
化
さ
る
：、
に
到
れ
义
越
え
て
正
德
年
間
右
農
民
等
はK

滿
市
場
仕
切
値
陵
の
安
偵
な
る
を
厭
ひ
、
村
內
义
は
附
近
に
於
‘

.

.

.

. 

■ 

• 

■ 

.

. 

■ 

■

て
賣
却
す
る.
の
傾-

i
t

を
生
じ
道
顿
堀
久
左
衛
門
町
に
搬
出
し
ゼ
市
中
の
策
商
人

(

野
菜
行
商
人)

と
取
引
を.
開
き
次
で
九
郞
右
衛H

町
及

湊
町
.

に
格
り
或
は
難
波
村
に
場
所
を
定
め
.

立
寶
を
爲
せ
し
も

‘

喧
騒
.

の
爲
附
近
の
人
々
よ
り
町
奉
行
に
其
退
散
を
評
へ
ら
る
、
こ
と
搏

ニ
ニ
遂
に
享
保
九
年
場
所
を
定
め
..て
立
賣
を
爲
す
こ
と
を
禁
ぜ
ら
る
•
鼓
に
於
て
難
波
村
民
は
連
署
し
、
靑
物
挨
接
場
な
る
も
の
、
設

置
を
出
願
せ
し
も
許
さ
‘れ
す
。
遂
に
秘
に
賣
買
還
を
村
の
北
端
畑
中
に
筵
設
し
世
話
人
一
一
名
を
置
き
ロ
錢
を
徵
牧
し
、
自
村
の
生
産

.

.

. 

. 

.

.

.

ロi

は
固
よ
.ゎ
、
他
村
よ
り
の
移
送
品
も
共
に
賣
賈
せ
り
、
是
れ
難
波
村
に
於
け
る
青
物
常
設
市
場
の
起
源
と
な
す
と
。
然
る
に
天
明
元

- 

.

.■ 

■ 

/ 

■ 

■ 

■
■ 

- 

■ 

- 

■

年
又
々
差
止C

l

命
あ
り
、
翌
々
三
年
に
は
：天
滿
青
物
市
場
以
外
青
物
の
直
寶
買
を
な
す
可
か
ら
ざ
る
旨
ニ
ー
鄉
に
公
布
せ
ら
れ
た
る
も
、 

毫
も
蒸
む
所
な<

凰
々
市
場
.

c
i

開
設
を
嘆
願
す
る
所
あ
り
、
夭
明
六
年
六
月
を
以
て
十
三
種
の
端
荷
に
眼
り
村
內
に
て
直
.賣
を
な
す
を 

許
可
さ
れ
市
場
を
弓
場
に
設
く
後
端
荷
と
稱
し
て
多
量
の
青
物
を
直
資
す
る
も
の
あ

'
り
、
線
擾
を
見
る
こ
と
®

々
な
り
し
が
享
和
四
ギ 

I

よ
り
北
手
に
移
り
市
立
を
行
ふ
に
f

、
文
化
二
年I

の
命
を
受
く、

t

 

重
ね
て
同
年
八
月
十I

日
市
場
の
出
願
を
な
し
、
遂
に
多
年
の
！

1
3
1的
を
達
し
て
其
許
可
を
得
た
り^!
.

.

〔

大
阪
市
！
！業
部
つ
大
阪
市
中
央
却

.

資
市
場
槪要

」
〕

：
/

 

.

.

以
上
の
如
き
封
建
的
獨
占
に
擁
護
さ
れ
た
市
場
に
於
て

"

問
屋
は
青
果
配
給
の
全
機
能
を
果
す
と
共
に
債
格
に
關
す
る
決
定
權
*̂
-掌

握
し
て
ゐ
た0

⑩
主
は
多
く
問
屋
に
販
賣
を
委
託
し
、
供
絵
不
足
な
れ
ぱ
問
屋
は
産
地
に
於
げ
る
賈
付
に
迄
進
ん
だ
。
又
供
給
過
剩
の

. 

, 

.

.

.

.

.

.

. ..

.

.

. 

.
 

..
 

、•

.

.

- 

.

湯
合
に
は
問
屋
：自#

5

貝
出
人
に
.對
し
て
賣
挪
ぐ
り
み
な
ら
す
、
仲
買
人
を
：通
じ
て
：販
資
せ
し
め
た
り
、
或
ひ
は
他
地
方
に
韓
送
す
る
。 

か
く
て
需
給
の
.：§

を

一

人
間
屋
の
み
が
行
ふ
結
果
は
、
：.評
慎
機
能
も
全
<
問
屋
の
手
.に
0

ね
ら
れ
て
.：ゐ

た
の
，で
あ
る
o〔

批
把
島
市
場 

.

.

.靑
浆
ポ
揚
の1

研
究
-
.
'
/
: 

ン
i
 

Q
1九
l

c
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.青
嚴
市
場
の
！讲
，
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七
ニ 

.

(

三
九B

I
)

.

.
.

に
於
け
る
取m

に
關
し
て
、'
西
批
把
鳥
市
場
靑
物
問
屋
業
組
合
蔵
n

寶
曆
六
年
审
合
風
約.」

V

「

寶
磨<

年
嘆
願
文
：

i

等
ょ
り
類
推.
し
得
0〕 

ニ

斯

、
る

事

情

は

維

暴

に

至

っ

て

も

.改

め

0̂

れ

な

が

っ

た
0
 

.從

，来
の
.封

建

的

獨

占

は

撤

廢

さ

れ

た

が

、
市
民
の
衛
生
上
ょ
り
取
鋪
を 

受
け
る
•

と
共
に
、
：
市
場
設
定
に
關
し
て
は
、
獨
占
的
地
位
が
與
へ
ら
れ
る

0 

.例

へ

ぱ

舊

神

旧

市

場

た

る

神

K

青
物
果
物
市
場
の
問
屋
に 

付
て1

1
4

へ
ぱ
>
 

同

問

屋

組

合

規

約

の

規

定

に

、
，
：
.
.
'
.
ニ

. 

一
0 ̂
0

當
組
合
ハ-
純
旧
靑
物
柴
物
市
場
ュ
於
チ
野
菜
類
果
資
類
及
ヒ
長
等
一
一
關
聯
ス
ル
商
品
取
引
ヲ
爲
ス
間
息
全
體
及
從
來
當
組
合
員
ト
シ

I

ァ
. 

市
場
外
ュ‘
於
チ
營
業
ヲ
チ
シ

.

タ
ル
是
等
ノ
間
長
ト
ヲ
以
ー
£

織

ス
'

當
組
合
.

へ
加
入
セ
サ
ル
者
ハ
當
市
場
區
城
內
一
一
於
ー
ア
第
.ー
壤
ノ
營
業
ヲ
ナ
ス

n

ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

•
, 

■ 

: 

‘ 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

然
も
多
く
の
場
合
組
合
加
入
は
組
合
員
の
保
證
と
、
二
百

i
l
l

五
百
圓
.

の
加
入
金
等
を
必
耍.と
し
、
問
屋
の
獨
古
を
維
持
し
た
。
更
に 

神
田
i

t

は
、
I

內
に
於
て
1

1

1

1

は
、
i

i

を
も
I

、
i

i

i

し
. 

て
ゐ
た
®

東
京
神
田
靑
莱
市
場
組
合
規
約
第
十
五
條
に
、
：

，

 

.

市
場
取
扱
品
中
品
譯
ュ
該
當
ス
ル
物
品
ゾ
服
賣
ヲ
爲
サ
ン
ト
ス
ル
組
合
員
ハ
所
定
ノ
金
額
ヲ
當
組
合
一
！
納
付
ス
ペ
シ
、
品
譯
ュ
關
スS

規
定
ハ 

別
ユ
之
ヲ
定
ム

倚
ほ
そ
の
品
譯
に
該
當
す
る
物
品
を
攀
げ
れ
ぱ
、
紀
州
排
類

(

六
十
七
問
屋y
靜M

神
奈
川
糊
類(

七
十
三
問
屋
；

r

大
阪
桃
類(

百
五
問
康)

、

:

房
州
物
へ
九
十
七
間

®

、
南
架
物(

百
力
問
屋
；

r

跟
舉
、
物

(

六
十
間
鼠〕

，
1

八
十
六
問
屋)

，
甲
州
物

(

六
千
九
問®

,

葛
西
砂
村
蔬
榮(

四 

.
十
五
間
障
：

T

西
山
物(

四
十
九
問
屋)

、

S

 (

三
十
八
問
屋)

•

南
.

靑
胸(

二
十
©

問
屋)
-

甘
蒲(

二

十

，冗

問

屋

)

，
山
薬(

十
三
問
屋)

、
赤
山
淹 

‘

.

玉
物(

十
五
問
屋S

糊
活(

八
間
屋7

下
總
物(

十
問
屋
：
}
,

十•
物(

五
間
§

、
餘
姑(

ニ
問
屋)

、
蓮
根
，

(
I
:

問
屋)

、流
山(
一

問
屋)〔

品
譯
加
入
者
名
簿〕

•
第
一
節
に
於
て
述
べ
た
如
ぐ
か
市
場
が
各
々
獨
立
し
.て
、
'‘集
散
市
場
と
じ
.て
存
績
す
る
暇
り
、
問
屋
の
市
場
に
於
け
る
評
價
機
能
は 

獨
ぉ
的
で
あ
る
？
荷
主
は
都
市
に
於
け
る
供
能
狀
況
、
購
買
狀
況
を
知
悉
し
得
す
、
凡
て
指
値
委
任
に
て
、
そ
の
.値
段
を
指
定
す
る
事
も

，な
く
商
品
の
販
賣
方
のJ

切
を
問
屋
に
娶
託
し
た
。
市
場
問
屋
，は
荷
主
か
ら
販
賣
を
委
託
さ
れ
た
商
品
を
店
頭
の
.廣
き
土
間
又
は
石
敷

. 

■
■ 

■
■ 

.

の
廣
場
に
堆
積
し
て
之
を
資
挪
ぐ
。
賣
掘
き
.を
終
り
た
る
場
合
は
賣
上
代
金
ょ
り
規
定
の
ロ
錢(

手
數
料)

及
び
遥
賞
始
め
各
種
の
'費
用

-

. 

. 

' 

. 

• 

■ 

*

を
控
除
し
て
清
算
書
即
ち
仕
切
書
を
作
成
し
て
之
を
荷
主
：に
渡
す
。
問
屋
が
賈
出
人
に
對
し
て
賣
挪
く
場
合
、
赚
寶
と
相
.對
賣
賈
と
の
. 

方
法
が
と
ら
れ
る
？ 

.

. 

: 

’ 

• 

,

■

,

'
•赚
寶
に
依
る
場
合
は
問
屋
の
店
頼
.で
問
屋
の
主
人
若
く
は
使
用
人(

京
橋
市
場
で
は「

检
矢」

、
批
把
鳥
市
場
で
は
ア
シ
コ
と
云
ふ)

が 

.高
S

W
上
ま
ひ
ほ
称
の
.傍
に
立
ち
"
.集
ま
っ
た
沖
賈
人
乃
至
小
資
商
を
相
手
に
現
物
に
付
て
雜
値
を
呼
び
な
が
ら
寶
買
を
す
る
。
多
く 

の
場
合
符
牒
で
觀
値
を
呼
ぶ
が
、.：！

か
ら
十
ま
，で
の
簡
單
な
将
牒
で
あ
る
か
ら
荷
主
は
容
に
之
を
了
解
す
.る
事
が
出
來
、
之
を
傍
觀 

し
な
が
ら
場
合
，に
ょ
つ
て
は
之
に
指
値
を
す
る
：こ
と
さ
へ
も
許
さ
れ
て
ゐ
る
事
が
あ
る
。
觀
が
決
定
.さ
れ
た
時
は
直
ち
に
問
屋
の
家
人 

、
の一

人
が
之
を
記
帳
す
る
か
又
は
之
を「

手
板」

と
稱
す
る
力
ー
ド
樣
.の
薄5

ネ
片
に
記
入
し
、
正
し
く
其
の
ロ
錢(

手
數
料)

に
相
當
す 

る
金
額
を
藥
い
て
荷
主
の
手
取
値
段
と
荷
主
名
と
を
明
記
し(

後
更
に
手
板
に
記
し
て
荷
、
に
送
る
も
の
も
あ
る)

他

のI

人
は
別
に 

.又
，手
板
に
荷
主
名
を
記
し
.荷
主
毎
：に
之
を
桃
ん
で
、
仕
切
値
が
決
定
さ
れ
る
0
尤
も
手
板
の
場
合
义
は
多
く
は
手
板
立
に
^
^
て
更
に
之 

を
荷
主
別
.に
盤
理
保
存
す
る
。
此

な

販

賣

方

法

は

蔣

主

.の
：利
權
を
比
較
的
尊
重
し
て
居
る
や
ぅ
に
見
え
る
◊
然
し
乍
ら
荷
主
は
實

際
多
く
問
屋
に
.萬
事
任
せ
切
り
で
あ
っ
て
、
其
の
日
の
仕
切
書
とI

賀
上
代
金
.と
を
翌
日
受
取
り
賣
買
に
立
會
は
な
い
。
そ
の
綠
果
仕
切

• 

<■ 

. 

■ 

'

.
シ
青
市
場
の
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.り
に
は
か
な
ー.s
の̂
不
お
が
行
は
れ
て
ゐ
る
o
. 

V
: 

\

 V

 

ぐ
、 

/ 

'
'
.
.
. 

, 

'

.又
：神.
m及
：京
橋
の
，市
場
の
如
く
相
對

K

買
が
行
は
れ
を
所
も
少
く
な
い
。
相
對
賣
賈

0

方
法
は
、
通
常
徘
牒
，取

S
T

 

.袖
下
取
引
、
夢

盤
取
引
：、
耳

遣

取

引

.
何
れ
も
賣
賈
當
事
者
の
み
が
値
段
を
知
り
得
る

.秘
密
取
引
で.あ
，ク
て
、
荷
主
の
：立
會
を
許
す
こ
と
が
あ
る
が

• 

 ̂

■ 

- 
- 

■

碑
主
は
果
し
て
自
己
の
荷
が
鶴

何
： .

で
賣
上
げ
ら
れ
た
か
容
易
に
之
を
知
る
事
が
出
來
な

5
0從
っ
て
種
々
手
加
減
を
加
/
實
際
の
寶
と

-

. 

■
•
 

■ 

: 

- 

.
: 

, 

.
,
, 

■ 

/■
■ 

■

代
償
と
荷
主
に
對
す
る
仕
切
面
の
賣
上
代
慣
は
必
す
し
も

r

致
：̂
す
、
赚
賣
に
比
し
て
惡
手
段
を
用
ひ
る
機

#

が
基
だ
多
い
の
で
あ
る
。

-
 

\
.
 

.

:

殊
に
银
實
を
遠
地
か
ら
送
付
し
て
來
た
樣
な
場
合
に
は
菩
だ
し

5

。，

此
の
樣
に
何
れ
の.販
資
方
法
に
依
っ
て
も
實
際
綺
主
，は
値
段

.の

.高 

f
f
iの
決
定
に
ぱ
關
係
し
な
.

5

爲
空
し
く
仕
切
を
待
っ
て
時
間
を
浪
費
す
る
ょ
り
は
歸
っ
，て

1

荷
で
も
多
く
搬
出
す
る
に
若
か
す
と
し
殆

 

ん
どM

貝
に
立
會
ふ
も
の
，な
<

、
.從
っ
て
問
屋
は
自
己
の
店
に
骑
を
引
付
け
ろ

.事
に
妨
げ
な
い
服
り
は
凡
ゅ
る
手
段
を

1^̂

し̂
て
利
签
を
 

ホ
めto。

故
に
狗
虫
は
價
狩
の
：高
低
は
時
の
相
場
で
如
何
と
も
す
る
事
が
出
來
な
い
と
觀
念
し
て
、
利
签
，
損
失
の
如
何
に
拘
ら
す
唯
々

 

譜
々
と
し
て
問
屋
の
な
ず
儘
に
仕
切
を
承
認
す
る
の
外
な

5
有
樣
で
あ
っ
た0
,斯
か
る
事
例
を
二
三
示
さ
ラ

0.

例
へ
ぱ
問
屋
の
称
が
非
常
に
出
盛
る
と
き
、
荷
の
多
く
は
相
場
の

.立
た
な
い
の
を
理
由
と
し
て
內
金
を
渡
し
て

一

應
荷
主
を
還
し
、.

共
後
荷
主
が
資
ト
！代
金
の
殘
額
を
請
求
す
る
に
及
ん
で
も
言
を
左
右
に
し
て
有
邪
無
恥
の
間
.に
殘
金
着
服
を
遂
行
す
る
事
が
あ
ウ
て
荷

-

; 

•

主
に
f
f
l失
を
：蒙
ら
せ
る
こ
と
が
少
ぐ
な
い
？
又
出
荷
者
の
歡
心
を
買
ふ
爲
に
、

r

見
高
値
な0

事
を
感
ぜ
し
め
る
や
ぅ
、
上
等
級
の
も

• 

. 

.

. 

• 

■ 

: 

■ 

; 

■ 

- 

■ 

.

の
を
：^

的
高
く
、
下
等
級
の
も

.

.の
を
比
較
的
安
く
し
て
仕
切
慣
格
を
決
定
す
る
の
が
問
屋
の
常
蹇
手
段
で
あ
り
、
中
★
卸
寶
れ
場
開

 

場
後
價
胳
が
公
開
的
と
な
り
> 
雨
者
の
差
が
減
じ
て
新
か
る
手
段
の
行
は
れ
た
事
が
參
露

L

た
事
實
が
あ
る
と
云
各
。

X

.
其
.の
他
出
荷
初
期
の
少
量
の
：時
に
幾
分
損
を
：

.

て̂
も
實
際
の.値
段
ょ
り
高
く：

a

切

，び

、
：
.最
盛
期
の
大
量
出
荷
を
透
致
し
て
然
る
.後
仕

 

切
償
格
を
学
げ
る
等
も
行
は
れ
た
。

.又
問
屋
は
先
高
を
見
越
し
て
、

I.

時
姿
託
商
品
を
貯
蔵
し
た
り
、
他
地
方
.の
高
値
を
知
っ
て
之

 

に
轉
送
し
た
りし
て
，

恰
も
販
寶
し
終
っ
た
如
ふ
何
主
に
寶
立
を
通
知
し
て
ノ
市
個
成
行
で
仕
切
を
行
ふ

®

然
も
見
越
が
は
す
れ
.て

慣
格
低
落
せ
る
場
合
は
、
そ
の
損
害
を
適
宜
の
手
段
に
依
：っ
て
生
産
者
に
轉
化
す
る
。1

流
の
.問
屋
•で
す
ら
斯
、
る
行
爲
が
み
ら
れ
た

. 

.

.

. 

« 

.

.

. 

.

と
の
事
で
あ
る
。

以
上
述
ぺ
來
っ
た
如
く
舊
來
の
市
場
に
於
，て
は
靑
梁
物

.の
評
債
機
能
は
：全
：く
問
屋
の
滅
ぉ
で
あ

.っ
て
、
荷
主
は.例
等
之
.，に
關
與
す
る

 

事
が
.
^い
。
，
然
も
都
市
に.幾
多
の
市
場
あ
る.場
合
で
も*
.市
場
.相
冗
の
速
絡
通
信
は
不
傭
で
、
，他
市
場
に
於
け
る
其
の
：日
の
相
場
の
高

 ̂

I 

.
1 

■ 

;
•
•
•
•
-
•

低
を
知
る
由
が
な
く
、
，荷
主
ほ
た
ぐ
問
屋Q

炎
定
す
る
：仕
切
値
段
を
.手
预
金
と
せ
ざ
：る
を
得
ボ5

。

東
京
の
投
師
，
'名
古
屋
の
せ
ん
ぱ 

等
の
存
ま
す
る

の
は
、
各
市
場
の
卸
賣
：價
格
が
獨

立
し
，
相
に
知
ら
れ
な
い
事
實
を
示
す
。
.
歡t

る
が
故
に
投
師
、
せ
ん
ぱ
の
營
業
が

. 

.
V 

•

可
能
な
の
で
.あ
る
.。
又
買
出
人
も
市
場
の
全
入
荷
f
t
を
知
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
：

場

のI

般
人
氣
に
依a

て
仕
入
れ
、
勢
ひ
前
日 

の
實
行
狀
況
、
當
日
の
見
込
等
に
依
ウ
て
目
安
の
相
場
を
定
め
て
V:

赚
値
を
付
け
た
り
、
問
屋
と
相
對
取
引
を
行
っ
た
り
す
る
0
又
需 

給
機
能
も
問
屋
の
獨
ポ
で
あ
..っ
て
、
荷
主
は
市
場
.ど
問
屋
の
.選
擇
の
自
由
なく

： "

然
も
靑
嚴
物
は
'新
鮮
を
尙
ぶ
結
果
、
や
む
な
く
問
屋 

の
專
横
に
養
ね
る
狀
態
で
あ
：ク
た
9
,
: . 

; 

^

.從
つ
：.て
.問
屋
は
，委
託
問
屋
.で
あ
る
服
り
元
來
手
數
料
商
で
.あ
つ
て
、！

定
の
ロ
錢(

多
く
の
市
場
に
於
.て
賣
上
代
金
.の
大
體1

劍
內
外 

，が
乎
數
料
と
し
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
る)

を
牧
得
ず
る
に
此
ま
：る
べ
.き
に
も
拘
ら
.す
、
そ
の
利
签
は
遙
か
に
大
で
あ
つ
た
と
者
へ
ら
れ
ろ
Q

贵

番

揚

の

ニ

繁
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m  m 靑 物 市 場 1削
京 橋 靑 彻 市 場 ' / ー

廣鹿坂下W-物 市 場 ，ト S分
芝 靑 物 市 場 ，， '/
ニ 本 復 靑 物 市 場 '/ '/
藤 本 W物 市 場 ，レ n
松 廣 赞 物 市 場 '/ '/
大 塚 食 品 市 場 '/ '/
駒 込 蔬 菜 7け 場 ，' ル

三 ノ 輪 责 物 市 場 '/ . "
百 足 匿 靑 物 市 場 ,， '/
品 川 靑 物 市 場 ，， '/
大 崎 食 品 市 場 . ，, '/
大 崎 靑 物 市 場 り ，，

船 芥 W物 市 場 . ，， 、ひ

尾 源 靑 物 ホ 場 " ，，

.澤 田 宵 物 市 場 ,， ,,
淺 藤 W物 市 場 " "
落 合 靑 物 市 場 '/ ，，

丸 富 靑 物 市 場 ひ '/
板 橋 靑 物 市 場 ff ，，

束 上 靑 物 市 場 " び

m 島 靑 物 市 場 ，， ，，■
主 子 宵 物 市 場 " "
巢 鴨 貪 品 市 場 " "
關 跟 臀 塞 市 場 '/ ，'
江 戶 川 靑 物 〒 場 , " ■，，

高 田 食 品 市 場 8 ^  "
千 住 ミ 貪 品 市 場 ，， ,,
高 旧 m 場 ■ ,, 
丸 典 靑 物 市 場

戶 塚 靑 物 食 品 市 場 //
跟 洋 靑 物 市 場 ， ,， '/
中 厮 上 町 食 品 ポ 場 " ' /
落 合 共 同 市 場 " ■  !，
大 久 保 食 品 市 場 '/ ，'
武 蔵 食 品 市 場 1割 ，'
小 松 川 靑 物 市 場 S分 ，7分
葛飾農產物脈賣組合 '/ - 8分 .

手 數 料 か ，戾 

問 屋 仲 賈 仲 賈 小 賣

" 11111麵1麵1IMIiI   ... 一

.粉
.
.

 ̂
V
-

な
.
.
.ん

喊

卞

y

粉

-

V
 

"
.
グ
ふ
て
：

：
盼
ゲ
バ
：

.：,
,パ
-ヴ

め

.

.盼

f

か
ん
-
"粉粉粉

更
に
又
永
年
の
常
習
上
種
々
の
慣
例
を
生
じ
て
問
屋
の
牧
得
は
決
し
て
規
定
通
ゎ
で
は
な
し
？
奮
來
問
屋
の
計
算
に
關
し
て
步
戾
と 

云
ふ(

東
京
で
は
錢
切
、
大
販
で
は
步
ぐ
名
古
屋
で
は
戾
步
と
も
呼
'ぶ)
憤
習
が
行
は
れ
て
ゐ
る
® 

.

，步
戾
は
昔
、
錢(

文
錢
、
銅
貨)

.の
類
で
問
屋
が
買
手
か
.ら
あ
拂
を
受
け
る
時
は1

.に

.は
計
算
の
勞
が
あ
り
、
.又T

に
は
雨
替
料
の
損 

失
が
あ
る
の
で
錢
以
外
の
.貨
幣
を
大
レ
.に
歡
迎
し
た
錯
嚴
、
錢1

$.

外
の
通
貨
で
支
拂
を
す
る
も
の
に
對
し
寶
上
代
金
の
二
分
を
賈
手
に 

返
却
し
た
の
.に
起
因
す
る
慣
習
で
あ
る
。
，#

し
"
.貨
僻
制
度
の
變
苹
が
あ
り
經
濟
事
情
わ
異0
た
後
に
於
て
も
此
の
慣
習
は
其
儘
存
績

し
て
、
銅
貨
で
ま
錦
を
す
る
場
合
に
も一

一
分
乃
至
五
分
を
買
手
に
返
却
す
る
こ
と
ぃ
な

◊
た
の
で
あ
る
。
.

〔

日
本
産
業
資
料
大
系
、
商
業

, 

. 

•
• 

- 

•

編〕

又
ず
房
の
起
源
と
し
て
、
.現
金
取
引
の
獎
，勵
や
、
延
取
引
の
場
合
で
も
そ
の
支
拂
期
日
を
厳
守
せ
し
め
る
鎮
に
生
じ
た
と
か〔

天
滿 

市
場
史〕

，延
収S

に
於
け
る
違
算
を
清
算
す
る
必
要
か
ら
生
じ
た
と
か
云
は
れ
て
ゐ
る
。
步
戾
は
、
問
屋
か
ら
荷
主
に
對
し
て
行
ふ
場 

合
と
，
問
屋
と
買
出
人
と
の
間
に
行
は
れ
‘る
場
合
と
あ
る
。
東
京
で
は
.前
者
を
錢
開
叉
ほ
鎭
逮
、
後
者
を
錢
切
と
云
つ
た
。
問
屋
は
荷 

主
に
對
し
.て
仕
切
金
露
の
四
分
以
下
を
商
品
のg

類
に
依
り(

實
際
ほ
各
種
類
の
商
品
共
に
四
分
で
四
分
以
下
は
少
な
い
樣
で
あ
る)

墓 

レ
.て
代
金
支
拂
を
し
自
ら
収
得
す
る
。
從
つ
て
問
屋
は
ロ
錢
と
し
て
賣
上
代
金
の1

割
を
旣
に
差
；
き
仕
切
金
高
を
定
め
た
上
、
更 

に
此
の
様
に
仕
切
金
高
の
四
分
を
差
；̂

い
て
荷
主
に
ま
挪
を
す
る
の
で
、
結

局一

割
四
分
に
近
い
利
益
を
得
る
と
と
X
な
る
。
勿
論
問 

屋
は
通
常
賀
出
人
に
對
し
て
も
步
戾
を
行
ふ
。(

前
掲
表
七
六
買
參
照〕

賈
m
人
に
尉
す
る
步
戾
と
し
て
資
上
代
金
の
.二
分
を
返
却
す
る 

も
の
と
し
て
も
、
，問
屋
は
差
引一

割一

一
分
に
近
い
利
盤
を
得
る
わ
け
で
あ
る
。
買
出
人
が
新
參
で
步
戾
が
何
で
あ
る
か
を
解
せ
.す
之
を

受
取
ら
な
い
場
合
、
問
屋
も
亦
之
を
奇
貨
と
し
て
與
ぺ
なS

も
の
も
少
く
な
か
つ
た
と
云
ふ
。
又
荷
主
に
對
す
る
步
戾
を
取
ら
な
レ
市

.
 

■
 

.

場
の
.問
‘屋
で
、
買
m
人
に
對
す
る
步
戾
に
相
當
ず
る
分
を
加
へ
て
荷
主
か
ら
普
通
の
手
數
料
以
上
の
ロ
錢
を
取
る
者
も
あ
つ
た
？
又
市 

場
に
依< ：v

て
は
賈
出
人
.に
對
す
る
步
戾
の
慣
習
が
な.い
こ
：と
も
あ
り
、
そ
.の
場
合
で
も
問
屋
は
普
通
手
數
料
の
外
に
荷
主
買
出
人
の
步

.

.

.

.

.

 

ノ

- 

-

戾
の
混
同
し
た
意
除
の
手
數
料
を
合
し
た
も
の
を.荷
主
か
ら
徽
す
る
慣
習
が
わ
り
、
物
品
に
依
り
又
生
産
地
に
ょ
り

1

割
以
上
の
ロ
錢 

を
取
り
つ
、
き

た
|

.(

例

へ

ざ

m

f

錢
は
？

割
I

等S

果
實
は
I

!
割
二
分
下
想
方
ょ
り
來
る
も

の
は
.

I

割
四
分
で
あ
る)

は
其
間
の
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
.此
の
樣
に
步
房
は
混
合
さ
れ
，て
生
産
者
の
負
擔
と
な
り
、
本
來
問
屋
の

■
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 ■
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■

 

■

‘
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靑
果
市
場
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究
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.
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.青
果
市
場
の
.

I

讲
，究 
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七
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.

货
果
市
場
め1

俩

究

：. 

‘ 

七

八

(
g
r
o
o
)
.

牧
人
を
減
すT

き
性
質
を
持
つ
慣
習
は
殆
ん
ど
，問
屋
：の
牧
入
を
城
す
る
と
.ど
な
く
、
全
然
生
産
者
の
負
擔
と
し
て
轉
嫁
さ
れ
#
績
し
て 

ゐ
ネ
。
更
に
後
に
は
荷
主
の
歩
戾
も
賈
出
人
へ
の
.步
戾
と
が
給
合
し
て
、
恰
も
四
分
の
利
盤
を
問
屋
と
買
出
人
と
の
間
に
二
分
し
.つ
、 

あ
る
様
な
觀
を
里
す
る
に
至
つ
た
。
尙
ほ
東
京
で
は
大
正
八
、
九
年
頃
好
況
の
爲
買
出
人
に
對
す
を
步
戾
が
忘
れ
ら
れ
た
形
と
な
り
、 

問
屋
侧
も
耍
求
無
.き
爲
に
交
付
し
な
い
と
云
ふ
始
末
で
自
然
消
滅
に
な
っ
て
.ゐ
た
？
大
：正
十
年1

1.

月
東
京
條
市
靑
果
實
業
組
合
聯
合
會 

が
結
成
さ
れ
、
神
田
市
場
に
對
し
セ
步
戾
を
耍
求
し
た
が
，
市
場
問
屋
側
で
此
の
要
求
に
應
じ
な
か
っ
.た
爲
に
、
不
賈
實
行
と
な
り
、

十
日
旧
程
紛
爭
を
續
た
？
同
ギ
四
月
十
五
日
和
解
が
成
立
し
て
、
'取
引
金
額
の一

一
分
を
步
戾
す
る
事
と
な
っ
た
。
名
あ
屋
批
お
島
市

.
 

.
 

.
 

.
 

..

場
で
も
昭
和
ニ
系
八
月
市
内
小
資
青
某
商
組
合
が
問
屋
側
に
ニ
.一
分
の
步
戾
を
耍
ま
し
、
四
ヶ
'が
間
線
争
が
續5

た
事
が
あ
る
。

. 

-

.

さ
て
市
場
に
於
け
る
卸
賣
人
と
し
て
、
多
く
の
場
合
問
屋
.と
並
ん
で
仲
買
人
が
存
在
す
る
0
た
阿
外
的
な
場
合
と
し
て
批
把
島
市
場 

を
擧
げ
る
事
が
出
來
ぃ
る
。
同
市
場
に
於
て
も
仲
買
人
發
生
の
氣
運
は
®

々
み
ら
れ
た
が
、
常
に
阻
止
さ
れ(

例
へ
ぱ
野
ロ
市
兵
衛
氏
、
西 

批
把
鳥
問
屋
業
組
合
所
媒
資
料
に
依
れ
ば
.文

政

十一

年
嘉
水
元
ギ
に
か
、
る
蓮
励
あ
り)

今
日
に
至
っ
て
ゐ
'る
。
蓋
し
名
ポ
屋
で
は
同

. 

‘ 

I 

.
- 

. 

-■ 

• 

-

.市
場
が
長
ぐ
唯,1

の
も
.の
で
藩
の
保
謹
.も
厚
く
、
尾
張
地
方
の
集
f

.獨
占
し
、
又
同
市
場
.は
移
出
市
場
.で
あ
り
、
送
師
な
る
轉
送
業
者

が
發
生
し
て
實
質
上
仲g

貝
人
同
棒
の
役
目
を
な
し
、過
剩
商
品
を
他
地
ガ
に
轉
送
す
る
結
果
寶
挪
に
困
離
を
感
じ
な
い
.か
ら
で
あ
ら
ぅ
。'

. 

- 

, 

■ 

, 

, 

■

仲
買
人
の
發
生
に
關
し
て
は
充
分
に
之M

义
證
す
る
資
科
を
持
た
な
い
が
、
大
體
に
於
て
問
屋
の
使
用
人
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と1K 

'ひ
得
る
，。
從
っ
て
問
屋
と
の
間
は
從
屬
的
なM

係
に
あ
り
"
取
；̂
も

I

定
問
屋
'に
#

屬
し
て
ゐ
た
。
.問
屋
が
.仲
買
に
賣
渡
す
方
法
に
ぱ 

1

.
!り
あ
つ
で
、.

1

，は
問
屋
が
精
め
値
を
定
め
伸
買
人
：に
販k

す
る
場
合
で
之
をr

値
す
る」
と
云

ひ
、
他
は
無
條
仲
、で
仲
賈
人
に
品
物

を
引
渡
し
て
閉
市
後
相1̂

=1

に
價
格
を
協
定
す
る
場
合
で
之
を
' 

.

「

渡
れ」

と
云
つ
た
。
，問
屋
ょ
り
荷
愛
し
た
仲
買
人
は
各
自
買
ぬ
人
に
販 

.

資
す
ぇ
、結
果
、
‘純
粹
0
問
屋
業
’務
の
み
で
は
仲
買
人
の
賣
却
値
段
を
知
る
事
が
出
來
す
、
問
屋
は
利
益
を
仲
買
人
に
摩
は
れ
る
恐
れ
が
.

あ
る
。
か
く
て
問
屋
は
沖
賈
人
を
兼
業
す
る
に
至
る
場
合
が
少
く
な

i
。

何
れ
に
し
て
も
、
問
屋
が
靑
嚴
配
給
の
機
能
を
遂
行
I

卸
賣

.. 

' 

, 

.

-, 

.

★

格
を
獨
ぱ
的
に
決
走
し
得
る
事
に
變
D
は
な
5
0 

. 
: 

, 

• 

' 
- 

、

以
上
雄
べ
ホ
つ
た
如
ぐ
奮
來
の
市
場
に
於
け
る
取
引
機
構
は
- 

'
問
屋
が
配
給
？
全
機
能
を
某
す
と
共
に
、
卸
賣
懷
格
の
決
定
欄
を
掌 

.握
し
て
ゐ
た
。
然
を
に
其
の
後
都
市
の
膨
膜

M

つ
れ
て
外
域
に
新
市
場
が
成
立
し
、
更
に
市
場
相Sの
混
交
が
行
は
れ
る
に
至
る
や
，

' 

問
屋
の
地
位
は
驚
食
さ
れ
て.行
ウ
.た
。
即
ち
各
市
場
.の
獨
自
姓
が
失
ゆ
れ
る
に
つ
，れ
て
そ
の
卸
寶
償
格
も
相
互
に
影
響
し
合
ふ
。
此
の

-
V 

■

事
は
市
場
め
取
引
機
構
に
も
影
響
し
、
問
屋
に
依
る
.市
場
卸
寶
價
檢
の
獨
占
的
決
定
が
不
可
能
と
な
り
，
需
給
を
反
映
す
る
卸
賣
價
检 

へ
と
移
行
す
る
。
此
の
事
は
中
央
卸
賣
市
場
の
.成
^
4
,に
依
つ
て
決
定
的
.な
も
の
と
な
つ
：た
。
從
つ
て
次
に
中
央
卸
賣
市
場
に
於
け
る
取 

S

機
構
を
說
明
す
る
必
要
が
あ
る
0
, 

;
.
. ,

.

.. 

-

,

.，中
央
卸
賣
市
場
に
出
荷
せ
ら
れ
た
靑
果
物
は
、
，卸
寶
業
者
に
委
託
せ
ら
れ
、
賈
出
人
，に
分
制
販
賣
せ
ら
れ
る
。
勿
論
特
殊
の
場
合
に

は
買
付
も
行
は
れ
る
が"
卸
賣
業
者
は
原
則
と
レ
て
手
數
料
に
依
つ
て
營
業
を
行
ふ
の
で
あ
る
0 

-

... 

.

-

' 

‘

.

，，
.

.
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中
央
卸
賣
市
場
法
施
行
細
則
第
二
十
！
條
.
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卸
賣
ノ
業
務
ヲ
爲
ス
者
ハ
業
雅
規1
1̂̂ヲ
以
チ
定
ム
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
自
己
ノ
計
算
ヲ
以
チ
取
极
物
品
ノ
卸
賣
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

.

.
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.
-
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.

.

.

.
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.同
法
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二
十
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 骨
ま
場
の
ニ 

研
究
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.

:

, 

:

A

O

.

(

四
0

5

卸
賣
ノ
業
務
ヲ
爲
ス
者
ハ
業
称
扼
f

以
テ
定
ム
ル
：手
數
料
ヲ
除
ク
ノ
外
如
何
ナ
ル
名
義
ヲ
以
.チ
，ス
ル
ヲ
間
ハ
ス
其
ノ
業
称
ュ
關
シ
報
賞
ヲ
を

ク
ル n 
ト
ヲ
得
ス
，，

-

.

.

 

ン
'.. 

'

V 

A 

:
:

跟
京
市
中
央
卸
賣
市
場
業
称
扼
定
第fr

十
四
條
‘ 

， 

,

,

 

, 

*

卸
賣
人
.ハ

腹

賣

ノ

，
委

託

ヲ

受

ヶ

タ

ル

物

品

S

腹
賣
ヲ
爲
ス
モ
ノ
ト
ス
、
但
シ
左\

各
號
ノ一

ュ
該
當
ス
ル
場
合
ュ
限
リ
卸
賣
人
ハ
自
己
ノ
取
扱 

物

，
品

ノ

部

類
一一愿
ス
ル
物
品
ノ
資
付
ヲ
爲
スn

ト

ヲ

得

\

 

;

:

r

內
地
外
ノ
生
產
品
ヲ
移
輸
入
ス
ル
ト
キ
.

：

•
I
r

從
來
本
市
場
！！旧
荷
セ
サ
ガ
ン
地
方
ト新

；，

一
取
引
ヲ
開
始
ス
ル
ト
や
/
.

.
三
、
從
來
本
市
場
ュ
於
チ
联
引
セ
サ
リ
ン
物
品
ュ
付
新
ュ
朕
引
ヲ
開
始
.ス
ル
ト
；

Jr.

.

.

 

.
四
、
出
荷
者
ノ
賣
惜
.ミ
，其
他
/
事
由 

一

r

依
り
出
荷
著
シ
'ク
減
少
シ
タ
ル
ト
や
：

,

五
、
其
他
市
長
.ュ
於
チ
特
別
ノ
事
ア
リ
ト
認
メ
認
シ
ル
：ト
キ

：
‘ 

.

大
阪
市
中
央
御
賣
市
場
業
務
思
程
第
二
十
九
條
.

委
託
腹
賣
ノ
.方
法
ュ

依

"

取

扱

物

品

ノ

供
給
ヲ
受
ク
ル
ゴ
ト
闲
難
サ
ル
場
合
.ハ
市
長
/
承
認
ヲ
得
チ
賈
付
ス
ルn

ト
ヲ
得
-

‘史
に
魚
骑
せ
ら
れ
.た
靑
果
物
は
、
.
卸
賣
舍
社
に
依
り
仲
買
人
及
ぴ
賈
出
人
に
對
し
て
籍
賣
せ
ら
れ
、
特
別
，の
場
合
に
限
っ
て
相
對
資
，

走
價
寶
が
許
さ
れ
ズ
ゐ
る
。
更
に
仲
買
人
は
小
賣
商
其
他
買
出
人
に
相
對
賣
買
に
依
っ
て
寶
挪
く
の
で
あ
る
。

中
炎i

：

賣
市
場
法
第
十
四
游
：

\

 

. 

.、

:

中
央
卸
賣
ホ
場
ュ
於
テ
爲
ス
賣
賈
ュ
付
チ
ハ
賴
賣
ノ
方
法n

依
ル
，f

シ
、
.但
シ
業
務
規
定
.ノ
定
ム
ル
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
此
ノ
限 

リ 一！，

非
ラ
ス
. 

,

.

京
市(

大
阪
市)

中
央
卸
寶
市
場
業
務
规
定
.第
i

ゾ

:

市
場 

一

r

於
テ
爲
ス
賣
賈
ハ
難
賣
/
方
法
一
一
依
ル
，
促
シ
左
ノ
を
號
ノ一

一一-該
當
ス
ル
場
合
ュ
於
テ
ハ
相
對
賣
、
入
札
賣
、
.又
ハ
定
僵
賣
/
方
法

一！
依
ル
ゴ
.ト
ヲ
得 

• 

•

一
"
.银
種
一
一
依
リ
1

賈
ノ
方
法
.ニ
依
ル
腹
賣
ヲ
不
適
當
ナ
リ
ト
市
長
一
一
.於1

ア
認
メ
タ
ル
ト
キ
，
 

i
r

數
带
媒
多
又
ハ
到
箭
遞
越
ゾ
爲
乂
隨
賣
ノ
方
法
ュ
依
ル
販
賣
ヲ
闲
難
ナ
リ
，，ト
市
長
一
一
於
テ
認
メ
タ
ル
ト
キ 

.
ニー，
難
贊
ノ
方
法
ュ
傲
ル
ト
キ
ハ
不
穩
當
ナ
ル
値
段
ノ
生
ス
ル
虞
ア
リ
ト
市
長
一
一
於
ナ
認
メ
タ
ル
ト
キ
.

四
、
仲
賈
人
，又
ハ
附
隨
營
業
人(

仰
賣
人
テ
非
ル
者)

力
腹
I

f
ナ
.ス
ト
キ

五
、
其
ノ
他
市
長
.，ュ
於
チ
必
要
ア
リ
ト
認
ス
タ
ル
ト
キ
. 

'

,

前
項
各
號
ノ
場
合
ュ
於
チ
市
長
必
レ
要
ア
リ
'ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
，.ハ
賣
賈
ノ
方
法
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

奮
來
の
市
場
に
於
て
は
、
靑
粟
物
の
需
給
の
適
合
と
云
ふ
配
給
機
能
は
，悉
く
卸
賣
人
特
に
問
屋
の
掌
中
に
あ
，̂
、
.評
償
機
能
も
亦
そ 

の
遂
行
す
る
所
で
あ
つ
た
。
斯
か
る
靑
粟
物
配
給
の
社
會
的
機
能
を
果
す
と
云
ふ
事
は
、
そ
の
反
面
に
於
て
靑
果
物
の
價
格
を
獨
占
的
に
，

決
定
义
利
益
を
蒸
に
す
る
事
に
外
な
ら
な
い
。
然
ら
ぱ
中
央
卸
！買
市
場
に
於
け
ろ
右
の
如
き
取
引
機
構
の
成
立
に
欧
つ
て
、
如

な

る

-
:

■ 

- 

- 

■ 

■
■ 

■ 

■ 

• 

*
. 

.
‘ 

.

.

變
化
が
顯
は
れ
た
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
先
，づ
中
央
卸
齋
市
場
：に
於
け
る
評
慣
機
能
を
遂
行
す
る
者
は
、
卸
賣
業
者
で
は
な
く
、
仲
買
人
其

.

.

. 

-■ 

. 

■ 

• 

-

他
の
賈
出
人
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
來
る
。
卸
賣
業
者
せ
從
來
.の
間
屋
.と
同
様
に
骑
主
か
ら
商
品
を
委
託
さ
れ
、
之
を
仲
賀
人
並
び
に 

，賈
出
人
.に
對
し
.て
賣
挪
く
點
に
於
て
，
形
式
に
於
て
は
何
等
變
化
し
た
事
は
な
い
。
併
し
問
魔
は
委
託
商
品
を
賣
挪
く
過
程
の
取
引
の
：

内
{谷
が
變
化
し
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
.從
來
問
屋
と
仲
買
人
又
は
.買
^
人
と
，の
間
に
相
對
資
賈
が
行
は
れ
る
事
が
あ
ク
た
が
、
中
央
卸

-
-
- 

•
. 

• 

• 

• 

-
\ 

• 

■

寶
市
場
に
於
.て
.は
公
開
的
な
赚
寶
が
腊
则
で
あ
る
0
從
つ
て
從
來
間
.屋
I

買
出
人
間
の
取
引
が
秘
密
取
引
で
あ
り
、
荷
主
が
其
處
に
成 

靑
果
ホ
厲
の
'

1

研
究
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立
し
た
卸
，賣
傲
格
を
認
知
せ
す
、
問
屋
の
意
に
炎
定.し
た
仕
切
偵
格
を
以
て
滿
足
し
た
に
對
し
て
、
•中
'央
卸
賣
市
場
に
於
け
る
取
引 

は
公
酵
的
な
歸
贊
で
あ
り
、
荷
主
は
卸
賣
惯
格
を
常
に
知
る
事
が
出
來
、
仕
切
償
格
決
定
に
關
.し
て
却
賣
人
の
工
作
す
る
餘
也
は
な
く 

な
っ
た
？
，

.

し

.

.
:
.

-
東
京
市(

大
阪
市)

中
炎
卸
賣
市
場
業
務
规
定
第
セ
條

. 

. 

,

,

賣
賈
収
引
い
袖
遗
リ
耳
^
リ̂
、
典
ノ
他
秘
密
ノ
方
法
ユ
^
^
リ

么

ヲ

爲

ス

コ

ト

ヲ

得

ス
• 

:

*

蠻
賈
ノ
呼
値
.一

I'

符
牒
ヲ
用
キ
ム
ト
ス
ル
場
合
ユ
於
テ
ハ
豫
メ
其
ノ
符
牒
一
一
付
®

ノ
瑜
認
ヲ
受
ク
ヘ
シ’ 

：

• 

r 

.

. 

,
、

.

.

又
從
來
と
雖
も
赚
資
が
行
は
れ
た
場
合
も
少
く
な
か
っ
た
.が
、
踏
の
彩
式
は
現
在
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
そ
の
實
質
に
於
て
は
根 

本
的
に
相
逮
す
る
。
，卵
ち
た
と
へ
形
式
ぱ
觀
の
形
式
を
.と
る
と
は
云
へ
：、
そ
の
‘給
築
成
立
す
る
卸
賣
償
格
は
賣
賈
當
事
者
の
み
關
知
す 

る
所
で
あ
.り
、
荷
主
へ
の
仕
切
偵
格
に
於
て
は
何
等
信
す
べ
き
も
の
な
く
、
相
勘
賣
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
事
は
前
述
せ
る
如
く

で
あ
る
0
同
じ
W
賣
で
も
公
開
性
を
缺
き-
そ
の
.給
振
生
じ
る
卸
寶
償
格
と
實
際
の
仕
切
償.格
と.1

敷
し
なy

場
合
多
く
，

寧
ろ
從
來

•
 

.

.

.

.

.
 

. 

*

の
相
對
資
と
共
通
す
る
軸
が

Si

く
な5

。

即
ち
荷
主
の
卸
賣
價
将
炎
定.に
對
す
る
參
與
.に
關
し
て
は
全
く
同一

で
あ
り
、
た
>
そ
の
形 

式
が
細
と
云
ふ
形
を
採
っ
た
に
過
ぎ
な.レ
の
で
あ
る
。
然
る
に
中
央
卸
賣
市
場
に
於
け
る
赚
は
、
公
開
的
で
あ
り
、
仕
切
懷
格
決
定
に 

關
す
る
工
作
の
餘
地
は
何
等
殘
さ
化
て
な5
9 

'
ン

- 

:

か
く
て
現
在
，で
は
御
賣
業
者
は
狗
主
か
ら
委
託
さ
れ
た
商
品
を
赚
に
か
け
.、
其
處
で
成
立
し
た
卸
，賣
償
格
の

一.

定
割
合
を
乎
數
料
と 

し
て
胳
得
ず
る
に
止
ま
る
？
從
つ.て
卸
資
業
者
は
、.卸
W
市
欺
に
於
け
る
慣
格
決
定
播
は
何
等
有
せ
す
、
た

2̂
.

商
品
を
荷
主
か
ら
受
け

て
之
を
赚
に
て
賣
棚
く
と
云
，ふ
配
給
機
能
を
有
す
る
に
過
ぎ
す
、
そ
れ
も
極
め
て
受
動
的
な
立
場
に
於
て
行
ふ
の
で
あ
'る0

從
來
の 

問
屋
に
あ
つ
て
は
そ
の
骑
主
の
提
供
す
る
靑
果
他
を
.單
に
受
荷
し
て
之
を
販
賣
す
る
ば
か
り
で
な
く
，
在
荷
の
不
足
、
，産
地
不
作
等
に 

依
る
供
給
不
足
乃
至
は
.需
耍
が一

時
に
殺
到
す
る
.場
合
等
0
外
、
投
機
的
な
思
惑
か
ら
買
付
.：̂
行
.は
れ
た
。
即
ち
賣
行
良
好
、
先
高
見 

越
の
場
合
に
は
、
問
屋
に
依
る
積
極
的
柴
荷
が
お
は
れ
る
。
然
る
に
中
央
卸
賣
市
場
に
か
ウ
て
は
、
市
場
法
に
依
り
、
特
殊
の
.場
合
を 

除
く
外
買
付
を
禁
じ
ら
れ
て
.ゐ
る
。(

前
逃
市
場
法
第
二
十一

、
二
十
ニ
條
參
照)

市
場
に
窗
さ
れ
た
靑
果
物
を
賣
挪
く
の
み
で
、
積
極 

的
に
，盤
集
す
る
と
去
ふ
機
能
は
な5

 

0 .

又
そ
の
.分
散
機
能
に
.於
て
も
、
從
來
0
問
屋
は
之
を
自
ら
賣
棚
く
外
供
給
過
剩
に
際
し
て
は
，
 

自
己
の
計
算
で
或
ひ
は
貯
蔵
し
"
或
ひ
は
轉
送
を
行
ふ
。
そ
し
て
恰
も
委
託
商
品
が
市
場
に
て
販
賣
し
終
り
た
る
如
く
資
立
を

通
知
し
：

て
、
仕
切
慎
格
を
任
意
に
作
成
し
た
の
で
あ
る
一

0
;然
る
に
中
央
卸
寶
市
場
に
於
て
は
、
u
s
!攀
行
線
は
禁
ぜ
ら
れ
*
た
ダ
荷
主
ょ
り
委

. 

'
. 

.

. 

-

能
さ
れ
た
商
品
：を
そ
の
過
郷
過
少
如
何
に
拘
ら
す
之
を
其
の
日
の
內
，に
仲
買
人
及
.び
買
出
人
に
對
し
赚
に
提
供
す
る
の
み
セ
あ
る
。
即 

ち
有
り
の
ま
-
の̂
需
給
狀
態
に
於
て
、
商
品
を
引
渡
す
の
で
あ
る
。

か〜

る
商
業
機
能
の
，喪
失
は
當
然
商
業
機
關
と
，し
て
の
本
質
を
失
ひ
商
人
の
擬
制
に
す
ぎ
な
く
な
つ
た
。
丁
度
獨
占
輕
濟
の
進
展
に 

つ
れ
て
、
商
業
機
能
が
生
産
者
の
把
握
す
る
所
と
な
り
、
商
人
が
擬
制
化
さ
れ
る
と
同
様
で
あ
る
0
即
ち
中
央
卸
賣
市
場
に
於
て
は
- 

開
設
者
は
市
場
取
引
設
備
の
所
有
者
と
し
一
定
率
の
各
種
使
用
料
を
牧
得
す
る
に
過
ぎ
•す
、
卸
資
業
者
は
市
場
取5

；

ま
品
.の
委
託
腹
賣 

を
行
ふ
謂
ゆ
る
手
數
料
商
人
で
あ
り
、
多
く
の
'場

合

會

社

組

.職

に

ょ

..つ
て
.一

割
'の
手
數
料
牧
入
を
得
る
に
過
ぎ
な
5
0 

.

.
東
京
ホ
中
央
卸
賣
市
場
業
務
扼
定
第
二
十
三
條
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四Q

六)
，•，
卸
賣
人
/

p
能
者tn

リ
收
受
ス
ル
服
賣
手
數
料
ノ
齊
ハ
賣
上
金
額
ノ
百
分
ノ
千
以
同
ュ
於
チ
え
ヲ
定
メ
市
長
/
清
認
ヲ
受
ク
ヘ
シ

.卸
賣
業
者
は
御
主
か
ら
の
委
託
商
品
を
仲
買
人
.に
觀
寶
ず
る
。
從
來®

市
場
：.に
於
て
：は
、
問
屋
と
伸
賈
と
の
業
務
は
混
亂
し
て
、
間

. 

• 

* 

■ 

. 

-

屋
が
仲
！貝
®
業
を
行
ウ
'た
場
合
が
少
く
な
か
つ
た
の
で
.あ
る
が
、
.中
央
卸
賣
市
場
に
於
て
は
兩
者
め
業
務
上
の
‘獵
別
は
明
白
に
行
は
れ
- 

た
。 

.更
に
前
述
せ
る
如
ぐ
卸
賣
業
者
が
從
來
の
機
能
を
殆
ん
ど
喪
失
し
た
結
跟
、
仲
買
人
の
機
能
は
著
し
く
附
大
し
た
。
.先
づ
市
場
に 

於
け
る
最
も
重
.要
な
許
慣
機
能
は
、
買
出
人
’‘と
共
に
仲
買
人
の
遂
.行
す
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
0
'そ

れ

は

市

場

內

，
に

於

け

る

赚

賣

買
 

の
中
に
顧
は
れ
る
0
勿
；

i

評
慣
の
權
能
が
全
く
仲
買
人
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な
，s

o
例
へ
ぱ
出
荷
者
が
指
値
委
託
を
行
っ
，た
場
合
、
卸 

資
償
格
は
指
値
以
下
に
下
落
す
る
事
は
な
い
。
又
特
別
の
場
合
卸
賣
業
者
が
賈
时
を
行
っ
た
.場
合
に
は
，
卸
賣
廣
榻
は
賈
付
慎
格
に
依 

っ
て
或
る
雅
鹿
制
約
，さ
れ
る
。
又
赚
人
の
巧
拙
如
何
も
亦
卸
賣
價
核
決
定
に
影
響
を
及
ぱ
す
で
あ
ら
ぅ
。
ケ
し
乍
ら
之
等
は
何
れ
も
消 

極
的
に
價
格
變
動
を
規
定
す
る
に
過
ぎ
す
、
卸
賣
價
胳
は
買
手
仲
買
業
者
の
主
と
し
て
決
定
す
る
所
で
あ
る
。
即
ち
仲
買
人
が
提
來
の 

問
屋
に
代
っ
て
評
價
機
能
を
獲
得
し
た
と
云
ふ
事
が
出
來
る
。 

.

，

併
し
乍
ら
中
央
却
資
市
場
の
仲
買
人
.が
從
來
の
問
屋
に
代
っ
て
、
評
償
機
能
を
獲
得
し
た
と
云
っ
.て
も
-
.そ
の
內
容
は
全
く
異
っ
た
 ̂

も
の
で
あ
る
0
從
來
の
問
屋
は
配
給
機
能
を
も
俳
有
し
て
、
然
も
猫
占
的
に
懷
榻
を
^
1
:ら
決
定
し
た
。
然
る
に
中
’央
卸
寶
市
場
の
仲
買

人
は
需
給
調
節
に
關
す
る
配
給
機
能
は
何
等
有
せ
す
、
，然
も
慣
格
を
自
ら
決
定
す
る
の
'
は̂
な
く
、

場
に
，於
：
る
需
給
關
.係
に
基
い

.
 

.
 

-
 

-
 

.

て
評
價
を
與
.へ
る
の
み
で
あ
る
。
從
つ
て
其
處
に
成
立
す
る
知
賣
價
格
は
仲
買
人
の
決
定
す
る
偵
格
‘で
は
な
く
、
需
給
.の
反
映
し
た
も 

の
で
あ
-り
、
仲
買
人
は
た
ぐ
そ
れ
を
反
映
し
て
評
價
す
る
に
過
ぎ
な
い
0
.

從
來
の
問
屋
は
、I

而
給
關
係
ポ
不
適
當
で
あ
れ
ぱ
之
を
觸
F
:じ
得
る
配
給
機
能
を
も
併
有
し
て
ゐ
.や
即
ち
供
給
不
足
に
際
し
て
は
、
 

直
接
遮
地
に
買
付
を
行
ふ
と
か
"
或

ひ

は

他

市

場

，
：

^
り
®
集
荷
を
行
ふ
事
が
.出
來
た
。
又
供
給
過
剩
な
る
：場
合
乂
は
f

 
:貯
蔵
す
る
か 

他
に
轉
送
し
報
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
中
央
卸
f

.
場
に
於
け
る
仲
賈
人
は
、
，斯
か
る
活
動
が
許
さ
れ
.て
な
レ0 

.
前

者

に

對

し

て

は

多
 

く
の
市
場
業
務
規
定
が
之
を
禁
止
し
て
.ゐ
る
0
.
例

ぺ

ぱ

東

束

に

付

て

，云

‘へ
ぱ
、

,東
京JB-5-

决
卸
賣
市
場
l

i
第
四
十
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..仲賞
-:< 

ハ
本
市
ホ
央
卸
賣
市
場
指
定
區
域S

ュ
於
チ
自
己
ノ
取
扱
品
目
ノ
部
類
-一
屬
ス
ル
物
品71

付
服
賣
委
託
ノ
引
受
ヲ
爲
シ
又
ハ
其
/
市
場
，
 

.外 
一！於
チ
爲
ス
！貝
付
ノ
方
法 

ー1依
ル
.
i

f
爲
スtt

ト
ヲ
得
ス
但
シ
®

必
要
ァ
リ
ト
認
メ
タ
!
-
ト
キ
ハ
物
品
ノ
種
類
及
賣
付
市
場
ヲ
限
リ
買 

.
:
:仗
ヲ
！

ト
i

ス
ル
ゴ
ト
ァ
ル
：ヘ
シ
'
.
:ゾ

/

ン
 

• 

•仲
賈
人
ハ
.
-本
市
中
央
卸
賣
市
場
指
定
腐
城
内
ユ
於
チ
ハ
其
ノ
業
擴
ヲ
行
フ
市
場
外
一
一
於
デT

定
ノ
營
業i

t

ヲ
設
ヶ
自
己
ノ
取
扱
品
目
ノ
部
類
ユ
.
. 

處
ス
ル
物
"S 
ノ
服
賣
ヲ
.爲X

 TV

ト
ヲ
得
ス
但
シ
特
別
ノ
事
由
ァ
ル
場
合 
一！
於1

ア
.市

長

ノ

濟
認
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
此"S

限f!

在
ラ
ス
.

又
後
者
に
對
し
て
も
仲
買
人
の
營
業
は
之
を
許
さ
な
い
狀
態
に
置
い
て
.ゐ
る
0
.即
ち
中
央
卸
賣
市
場
開
場
後
の
ホ
賈
人
は
，
間
屋
時 

代
に
比
較
し
て
.投
資
金
額
少
く
、

舗
面
積
も
狭
く
貯
蔵
は
充
分
ダ
行
ひ
得
な
い
。
又
從
來
の
問
屋
は
委
託
商
品
を
仅
扱
ひ
然
も
仕
切 

傲
終
の
工
作
が
可
能
で
あ
る
が
故
に
商
ロi

過
剩
の
場
合
之
を
他
地
方
に
轉
.送
し
て
も
、
そ
の
場
合
の
.危
險
の
貴
‘

V
R

は
生
.蜜
者
へ
.轉
ヒ
す' 

る
事
が
出
來
た
が
、
仲
買
人
.は
f

に
依
..る
仕
入
原
懷
の
あ
る
商
品
故
、.
之

，

を
，！

託

に
'依

る

他

都

市

へ

.
：
の

轉

送

は

極

め

て

危

臉

多

い

事

 

と

な

る

◊
.
.
か

<

H
沖
買
人
の
配
給
織
能
は
極
；̂
て
腿
定
さ
：れ
.て
ゐ
る
o
’

,

し
セ
位
貝
人
は
赚
落
し
た
靑
果
物
を
小
寶
商
其
他
に
.衡
し
て
.'、

.
相
對
I
s貝

を

以

そ

く

。
：此
の
過
程
に
.於
て
.仲
賈
人
は
從
來
.の
，
 

靑
果
市
夢
の一

研
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■

問
屋
0
貴P
き
と
、
"形
式
に
於
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
ぞ
の
‘內
容
は
異
ろ
。
即
ち
從
來
わ
問
屋
.贩
賣
に
あ
ウ
て
は
相
對
取
一
;
5̂は
極
め

て
公
開
性
を
缺
い
た
.事
は
前
缠
せ
^

<

?

.

如
ぐ
で
あ
る
？
然
る
に
中
央
卸
賣
市
場
內
に
於
て
は
、
仲
買
人
が
軒
を
並
べ
て
店
舗
を
棒
へ
、
同

• 

.

.

.
 

,

!

商
品
に
付
て
價
将
が
相
互
に
箸
し
く
差
異
あ
る
事
は
不
可
.能
で
あ
る
。
叉
仲
買
人
.の
：購
入
慎
格
が
公
開
的
な
赚
に
依
.つ
て
：決
定
さ
れ
、 

小
資
人
を
始
め！ /

般
買
W
人
も
之
に
參
加
し
得
る
結
果
"
仲
賈
人
の
；仕
入
價
格
は
極
め
て
公
開
的
で
あ
る
。
又
東
京
.中
失
卸
寶
市
場
業

務
規
定
第
四.4-

五

條

に

も

，

：
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市
長
ハ
必
耍
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
仲
賈
人
ユ
對
シ
：取
极
物
品
/
脈
賢
®

及
數
量
其
ソ
他
必
要
ナ
ル
事
巧
ノ
報
带
.ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル

r

. 
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■

と
規
定
し
て
.ゐ
る
ソ
. 

‘

• 

, 

:
、

,
 

' 

.

.
H
に
仲
買
人
相
冗
間
の
麓
爭
は
仲
買
人
を
し
て
そ
の
希
望
す
る
ロ
錢
す
ら
得
る
事
を
困
難
な
ら
し
め
て
ゐ
，る
，®
而
し
て
仲
買
人
,
員 

數
は
從
前
に
比
し
ャ
稽
加
し
，
.市
場
に
於
け
.ろ
破
等
の
權
利
に
關
し
て
俩
等
の
.規
定
も
な
5
0
大
追
武
雄
氏
の
，计
算
に
依
れ
，ぱ
靑
果
市 

場
仲
買
人H

T

數
越
中
央
卸
資j

S

場1
E

場
前
七<

 

一
人
に
對
し
開
場
後
<

s
六
人
と
報
じ
て
ゐ
る
。

.
•

從
ま
は
仲
買
人
と
小
賣
と
の
間
に
ニ
定
の
®

容
關
係
が
あ
り
、
そ

0
地
位
は
や
、
獨
セ
的
で
あ
つ
た
®
即
ち
仲
買
人
.の
多
<
は
一
定
の 

問
屋
.に

專

腾

X

1

定
の
賀
出<

を
從
鶴
せ
.し
め
て
ゐ
た
。
其
處
に一 .

種
の
封
建
的
な
觀
客
關
係
が
あ
り
、
地
位
：け
安
定
し
て
ゐ
た
。 

然
る
に
中
央
卸
寶
市
場
に
於
て
は
問
暴
と
の
間
は
赚
を
仲
介
に
仲
買
人
相K

競
爭
し
、
買
出
人
も
亦
自
由
に
仲
賈
人
を
選
揮
す
ゃ
。

, 

.以
上
の
如
き
狀
熊
は
、
沖
買
人
を
闲
窮
せ
し
め
、
.
.
.
昭
.和
！
一
年
ナ1

E
：

京
都
中
央
市
場
開
業
以
來
仲
買
人
の
翁
迫
が
間
題
化
し
た
。
巾

¥1,460.21

1,722.01

¥3,132 .22

¥3,237 .61

¥  72,52.

2,999,91

142.04

47¥ ；

142；¥

94

,62

¥ ；

1 1 .

8 .8£

а.68
б.75 

18.05 

0.5?^

.

.
央
：市

場

新

聞

社

の

仲

買

業

態

精

密

調

丧

に

依

れ

ぱ

\
 

仲
買
人
の
一
ヶ
月
平
均
資
上•高
は
ニ
j

千
百
t

:
十̂
ニ
圓 

!
.
1

十一
!

錢
、
利
益
金
は
僅
か
に
二
十
ニ
画
十
四
錢
で 

あ
.

る
。

.

. 

■. 

前
述
せ
る
如
く
中
！

<

卸
賣
市
場
に
於
け
る
仲t

人

は
、
配
給
機
能
を
，有
せ
す
し
て
然
も
市
欺
の
需
給
關

，
係
を
基
礎
に
評
償
す

.

.る
と
す
れ
ば
、
仲
買
人
に
依
つ.

.

T

評
偵
せ
ら
れ
る
卸
賣
價
格
は
極
め
て
變
動
な
き

も
の
と
な
る
事
は
明
か
で
あ-る
。
換I

n

す
れ
ぱ
徙
來

の
問
屋
の
行
へ
る
：辯
給
調
節
と
云
ふ
.

配
§

能
は
、

中
央
卸
賣
市
場
に.
於
け
る
卸
賣
業
者
、
伸
賈
人
何
れ
も
之
'
を
所
有
せ
す*

そ
.の
給
莱
靑
果
物
特
有
の
做
給
の
不
規
則
は
直
ち
に
仲
買
人

の
評
償
に
依.
つ
て
成
立
す
る
'卸
賣
價
格
に
反
映
し
て
 

>

:

慣
格
は
激
動
す.
る
。

.

中
央
部
資
市
場
に
於
け
る
卸
寶
價
格
が
>
 

公
開
的
な
P

に
.

依

P

て
：決

定

せ

ら

れ

、

.

從
來
の
す
場
問
屋
が
有
せ
.る
人
鎮
的
な
評
償
職 

能
が
失
は
れ*• 
H

當
な
る
！§

給
が
反
映
す
る
に
至
つ
た
事
を
說
明
し
.

^

.

?併
し
乍
ら̂

.

が
全̂
|

^

^確
に
1

§

給

<
^
反

映

す

る

も

の

で

あ
 

る
と
斷
定
す
る
.

の
は
、
些

か

早

；

i
s

で
あ
る
。

S
K

は
買.
乎
間
の
自
由
鏡
：爭
に
位
る

.

償

梭

，の
決
定
，で
あ
る
が
、
を

の

主

た

.る
賈
乎
は
市
場

現金賣上 

掛 賣  

賣上合計 

錢

收入合計 

持 越 品  

仕 入 高  

營 業 費  

小 廻 賃  

使用人費 

辨 當 代  

車 馬 賃  

. 通.信費 

金 利  

家 . 賃 

組 合 費  

支出合計，

差引利益

贵
果
市
場
，の1.

研
究
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'‘

仲
買
人
で
あ
0
.
,相
互
に
熟
知
し
て
ゐ
る
間
柄
.で
あ
^
^
o挺
つ
て
；|
ハ̂
處
に
談
合
的
行
爲
が
だ
|
は̂
れ
或
る
肖
^
ね
上
め
値
ム
り
が
抑
制
さ 

れ
る
事
も
豫
想
さ
れ
る
。：：

又
籍
S

の
.妙
味
ぱ
複
數
.の
買
手
間
に
：麓
爭
意
軟
を
起ro,

し
め
て
.最
高
價
格
に
赚
落
し
決
定
す
.る
黯
に
あ
る
。 

從
.つ
て
買
手
.間
の
競
爭
意
識
が
煽
れ
る
場
合
懷
格
は
不
穩
當
に
高
騰
し
、
，又
逆
.に
穀
爭
意
識
が
，減
殺
さ
れ
，る
：時
は
必
要
以
卞
に
氣
能
を 

低
下
せ
し
.め
る
o
‘★

ち
買
手
の
需
耍
氣
分
に
鮮
集
心
理
が
手
傳
ひ
不
自
然
な
懷
格
騰
落
を
招
來
す
る
。

: 

,

'
例
へ
.ぱ
貿
手
のr

部
が
何
等
か
の
理
由
.
.で
高
値
を
付
け
た
な
ら
ば
、
他
の
買
手
も
そ
の
申
込
償
格
に
牽
制
さ
れ
て
高
値
を
0
け
る
。

又
全
般
的
にI

T

耍
大
な
る
場
合
は
買
手
，の
欲
ま
は
彌
.が
上
に
も
沸
騰
し
、
藉
耍
價
胳
以
上
に
雜
上
る
0
,又
反
對
に
需
.要
が
少
場
べ
S

、

. 

-
.
. 

.

. 

.
,
 

■
-
: 

.

需
要
の
減
退
以
下
に
償
格
は
使
蒋
す
る
。
其
他
の
籍
入
の
.巧
拙
‘
上
場
の
順
序
、
编
賣
の
.ロ
數
等
も
’亦
、
償
粮
に
若
于
の
.影
響
を
及
ぼ

す

事

が

者

へ

：

.ら
れ
る
。

：

 

.
：

：

，
' 

• 

. 

.': 

, 

.
V
:

併
し
乍
ら
以
上
の
事
を
考
慮
，に
入
れ
て
も
-
尙
ほ
、
ホ
央
卸
賣
市
場
の
取
引
妙
構
に
於
，て
成
立
す
る
卸I

賈
價
格
は
、
：舊
來
の
市
場
問 

屋
に
於
け
る
よ
り
も
、
.辯
絵
條
件
を
反
映
し
た
も
の
.で
あ
り
、
人
爲
的
な
償
将
决
定
と
は
異
る
事
激
段
で
あ
る
事
云
.ふ
迄
.
な̂
い
。

以
上
靑
跟
物
商
品
化
に
伴
ふ
市
場
の
變
遷
と
そ
れ
に
從
つ
て
，生
す
る
取
引
機
構
の
變
革
が
卸
賣
慣
格
に
如
何
に
影
響
し
た
か
を
論
じ 

た
。
即
ち
靑
粟
物
の
商
品
化
が
德
み
、
靑
果
市
場
間
の
混
交
が
行
ゆ
れ
る
.に
つ
れ
、
産
地
と
市
場
は
何
れ
も
相
互
に
出
骑
競
爭
と
称
引 

競
爭
を
旧
；̂
し
、
市
場
に
於
け
る
取
引機

！！

も
亦
そ
れ
に
相
應
し
で
變
革
さ
れ
卸
賣
便
格
は
全
國
的
需
給
を
反
，映
す
を
に
至
る
。
此
の 

琪
は
云
ふ
迄
も
な
く
靑
巢
物
慣
格
の
變
動
化
を
高
め
る
に
外
な
ら
な
い
0

.蓋

し

！
ガ
に
於
て
靑
果
物
生
産
は
そ
の
：.自
然
的
並
び
に
社
會

，的
事
情
ょ
.
極
め
で
不
規
則
な
も
の
で
あ
ゎ
、
他
方
に
於
て
靑
果
物
は
生
活
必
耍
品
で
あ
.っ
て
消
費
は
生
産
の
過
不
足
に
適
應
し
て
調 

節
さ
れ
得
な
レ
か
ら
で
あ
：る
。
然
も
償
格
の
變
動
性
の
强5

事
は
、
生
産
者
に
と
つ
て
も
消
費
者
に
.と
つ
，て
も
望
ま
し
い
も
の
で
は
な 

い
。
從
力
て
靑
嚴
物
價
格
の
公
正
化
は
、
そ〈

結
果
に
於
て
反
ウ
で
望
ま
し
か
ら
ざ
る
事
態
を
生
む
事
と
な
る
。
自
由
競
爭
は
'常
に
其 

の
反
對
物
で
.あ
る
獨
へ
の
霞
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
臂
粟
物
：

if:

産
に
於
て
も
"
産
地
の
出
荷
競
争
と
市
場
.の
集
荷
饒
爭
と
は
、
産
.

地
め
出
荷
統
制
、
仕
向
市
場
0
割
當
協
定
に
迄
進
む
0
併
し
乍
ら
-農
産
物
生
産
の
自
然
的
並
び
に
歡
會
的
事
情
は
未
だ
之
を
至
難
な
ら

•
 

.

し
め
て
ゐ
る
。
带
國
農
含
の
騎
旋
其
他
に
依
る
出
荷
協
定
-
市
場
協
定
が
幾
多
成
立
.せ
る
に
も
拘
ら
す
，
常
に
紙
上
評
肅
の
み
に
終
り
、

市
場
の
對
立
‘と
廣g

の
鬪
爭
で
失
欺
に
終
っ
て
ゐ
る
。
最
姐
物
偵
停
止
令
の
適
用
さ
れ
な
い
生
鮮
食
料
品
に
對
し
て
も
何
等
か
の
統
制

が
政
府
に
於
て； 51； i

盡
せ
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
事
が
報
せ
ら
れ
た
。
そ
の
場
合
と
雖
も
靑
果
物
生
産
'を
放
置
す
る
眼
り
、
靑
嚴
配
給
の
統

制
は
困
難
で
あ
ら
ぅ
0.’何
れ
之
等
の
細
に
關
し
て
は
更
に
稿
を
改
め
て
論
じ
る
事
と
す
る
。

(
！

九
四
0

•ニ 
•ニ0
稿)

(

附
記)

木
稿
は
名
ホ
匿
批
祀
島
市
場
，
大
阪
中
炎
卸
賣
市
場
、.
東
京
中
央
卸
賣
市
場
に
於
て
咋
廣
調
査
せ
る
を
基
礎
と
し
た
中
間
報
带
のI

部 

.

で
あ
る
。
特
に
取
引
機
構
の
資
料
に
關
し
ズ
は
未
だ
充
§

な
く
-
他
日
更
にI

勝
の
資
料
の
鬼
霜
と
相
俟
っ
て
そ
の
完
成
を
肌
し
た
い
。
倚 

ほ
批
化
島
市
場
の
ぜ
物
問
屋
菜
糾
合
特
に
膝
ロ
市
兵
衞
氏
、
名
ホ
M
市
役
所
市
場
課
、
名
古
匿
商
工
會
譲
所
、
大
阪
中
央
卸
賣
市
場
、
東
京
中 

央
卸
賣
市
場
、
.同
市
域
S

知
職
腹
賣
i

所
長
江
坂
佐
太
郎
氏
、
$

市
市
政
調
査
會
、.一

ニi
l

濟
I

所
等U

對
し
て
、
資
料
を
閱
覽
貸 

.，與
さ
れ
た
事
を
此
の
機
會
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
0 ,

靑
果
市
場
の1

研
究
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